思考は現実化する

1937年発行以来の超ロング・ベストセラー『Think And Grow Rich』の携帯版｡非常に読み応えがある(携帯版とは言っても約600P)
・この本は､アメリカの実業家で､鉄鋼会社を創業したアンドリュー・カーネギー(1835年11月-1919年8月)の成功哲学を､作者のナポレオン・ヒルが彼から委託を受け､さらに多くの著名な成功者(500人以上)から20年間無報酬で体系化すると約束してまとめたもの｡(1908年着手～1928年初期プログラム完成)

⇒Ｗ・クレメント・ストーンが継承

・『成功哲学』『心構えが奇跡を生む』…(きこ書房)
・｢成功｣の定義＝

成功とは他人の権利を尊重し､社会正義に反することなく､自ら価値ありと認めた目標【願望】を､
黄金律(※自分がして欲しいと思うことは､何よりもまず他人にそうしてあげることだ)に従って､一つひとつ実現していく過程である｡

・題名の通り､思考すること(願望すること)の重要性､
誰でもがそれを通じて成功を遂げることができることを説明｡
1.　　思考・願望　　（※欲望にあらず)

2.　⇒明確な目標
3.　⇒具体的な計画
4.　⇒期限の設定
⇒迅速な行動 
・一見簡単そうなことに思えるが､実はこの四つをキチンと実行している人はごくわずかしかおらず､成功者というのは意識していようとなかろうと､これら四つの事をこなしている｡
願望､決断､信念､忍耐力､　⇒　マスターマインド､計画の組織化､
【目次】
序章　　　思考は現実化する！
▼成功ノウハウをどう実生活に活用するか
1.　最初の原則は、「明確な目標」を持つということ
2.　第二の原則は、「プラスアルファの努力」ということ
3.　第三の原則は、「調和の精神」
4.　第四の原則は、「信念の現実化」
5.　第五の原則は、「自己規律」
6.　第六の原則は、「自然の法則」－

自然の法則は、この全宇宙を創造した。
人類だけに与えられた脳力がある。

▼｢思考｣があなたを変える　⇒　
｢人間は自分が考えているような人間になる｣(アール･ナイチンゲール)
▼脳力は使わなければないに等しい

▼価値ある｢思考｣

▼成功哲学は奇跡を起こす

▼成功哲学はヒラメキを生み出す

▼チャンスは予期しないときにやってくる…

第1章　　思考は現実化しようとする衝動を秘めている
第2章　　願望の設定は､あらゆるものの達成の出発点である
■願望実現のための6か条
1. 実現したいと思う願望を「はっきり」させる
2. 実現したいと望むものを得る為に、かわりに何を差し出すのか？を決める
3. 実現したいと思っている願望の最終期限を決める
4. 願望実現の為の詳細な計画を立てる
5. 実現したい願望、代償、最終期限、詳細な計画、４つを紙に詳しく書く
6. 紙に書いた宣言を起床直後と就寝直前に、大声で読み上げ、願望が実現したものと、自分に信じ込ませる
第3章　　信念は願望実現の原動力である
■自信を育む公式
第4章　　深層自己説得を活用する
■深層事故説得の力を効果的に発揮させる方法
第5章　　個人的経験と観察力を高める
・必要な専門知識を手に入れる方法を知る

第6章　　脳の中に浮かぶ森羅万象の世界を活用せよ
・改良的想像力と創造的想像力と訓練

・魔法のヤカン

・アイディア、インスピレーション

・大自然の法則

第7章　　体系的な行動計画を立てる
■実践的な計画作りに必要な4つの原則
◎賢明にリーダーに仕える者こそ次のリーダーとなる

◎リーダーになるための11の重要な条件
◎二種類のリーダー

◎リーダーが失敗する10大原因
◎あなたに合ったビジネスがあなたを成功に導く

第8章　　速やかに決断せよ
◎欲しいものを知れば､それは得られる－自然の法則⇒欲ではなく万人の願い⇒明確で具体的な目標⇒決断⇒実現＝思考の物質化
▼決断を妨げる要因

第9章　　忍耐力を身につける
第10章　 マスターマインドの力
・経済的性質

・心理的性質－｢二つの心が一つにまとまるとき､見ることも触ることもできないもう一つの心が生まれる｡それが第三の心だ｣－人間の心のエネルギー⇒調和⇒超越的エネルギー(P374)

・｢二つ以上の頭脳が調和のとれた協力をするとき､一つの頭脳よりもはるかに大きなエネルギーを生み出すことができる｣

・アンドリュー･カーネギーのマスターマインドは約50人
・ヘンリー・フォード､マハトマ・ガンジーらの奇跡

◎ブレーンの力の活用

◎積極的心構えの力－富や異性を求めるエネルギーはほぼ同じ⇒⇒PMA(積極的心構え)⇒『心構えが奇跡を生む』

◎あなた自身のマスターマインドのつくり方－心の平安を持つ人は､常に他人から受け取ることも与えることもできる｡
■マスターマインドはこうして維持せよ―８カ条
第11章　 モティベーションを生み出す魔法のアイディア
第12章　 潜在意識は海面下の王国である
第13章　 頭脳は宇宙が宿る小さな器である
第14章　 第六感は英知の殿堂への扉を開く
第15章　 強烈な本能を創造的なものに転換せよ
■心を刺激する10項目
▼性衝動を他の創造的なエネルギーに転換する方法を知っている人は幸せである｡

▼性的エネルギーは､あなたのエンスージアズム､創造的イマジネーション､強烈な願望､忍耐力､その他と同じように､富と幸せを得るための力となる｡

▼性的エネルギーは人間の感情の中でもっとも強いものなので､これを上手に転換していけば､偉大な成功を収めることができる｡

第16章　 失敗も生き物である
▼失敗を恐れてはならない｡
失敗は形を変えた恩恵であることが多いものである｡

▼失敗には､それに見合った利益の種子が含まれている｡
その種子を見つけ出し､芽を出させ､結実させるには､明確な目標と積極的心構えがなくてはならない｡

▼失敗が恵みとなるか災いとなるかは､その人次第である｡
失敗にどう反応するかが問題なのである｡

▼人生は挑戦の連続である｡どのような現実でも､失敗として受けとめないかぎり､失敗はこの世にはない｡

▼勝利者は断じてあきらめない｡あきらめる者に勝利はない｡

第17章　 悲しみを通して魂にいたれ
◎悲しみは愛情に似ている－悲しみは魂にとっての薬である｡
第18章　 不安という七つの亡霊
◎３つの敵を一掃せよ！－優柔不断､疑惑､不安

◎７つの基本的な不安

本書『思考は現実化する』の学習要領－ナポレオン・ヒル財団

1)この本の特徴とその活かし方

●誰をも成功へと導く⇒｢考える脳力｣と｢富(精神的･物質的)を得たいという願望｣⇒どうすればよいのか⇒潜在能力をも活かす

●金儲けだけを目的にしたものではない｡⇒世界中の人々への至福

●奇跡を起こすエネルギーはあなたの心の中にある⇒潜在能力を具現化　●あなたのこぶしを開いてみよう　●あなたの新しい未来を開いてくれる｢私は世界中で一番難しいことをしているんだ－考えることだよ｣　●｢考える｣習慣を身につけよう⇒どんな逆境の中にも永続的な利益の種
2)自己啓発書を読むときのコツ

●自己啓発書の特徴―ゴーストライターや評論家が気まぐれに書いたものに要注意　●アイディアやノウハウの活かし方●小説とは違う

3)本書を読むときの具体的留意点

①アイディアや重要なことをメモ

②アンダーラインや余白にメモ

③自分の欲しいものを常に考えながら読む｡

④あなたに欠けているものや問題に対する答えがこの本にあるという信念､前向きな期待｡

⑤自分のために書かれた本だと思う｡

⑥たった一つのアイディアでもそれが実行に移されれば人生が変わる⑦｢これは私にとって何を意味するのか｣という問いかけ

⑧考える時間がとれるように｡⇒イマジネーション⇒アイディア

⑨よい自己啓発書は｢ハウ･トゥ｣を教えてくれる｡｢ハウ･トゥ｣に留意

⑩実践したくなるだろう

4)｢思考は現実化する｣はあなたを変える！－人生を変える一冊
①真剣に成功したいと願っている

②容易にノウハウを利用できるように徹底的にこの本を学習し努力を続ける

③自分の習慣にする｡

奇跡とは｢不可能だと信じられているゴールを達成すること｣

夢を現実に変えていくこと｡夢の実現のために代償を支払う用意のある人は幸せ｡私は…機会を求め願望を明確にし､人生設計をし､自分自身のために冒険したいと思っている｡私は自由､自分で考え､行動したい｡…私が強く願うのは､あなた方の生涯の残りの年月の毎日毎日が真に意味あるものであってほしい｡

●強い意欲を伴った願望は奇跡を生む｡

●ナポレオン・ヒル哲学の第一原則－はっきりした願望や目標を持つ｡価値ある願望や目標を達成するために燃えるような意欲を育むこと｡…あらゆる成功への出発点だ｡願望に意識を集中させること｡

●無数の成功者を排出したヒル博士の成功ノウハウ

世の中の規律や正義の法則､あるいは他人の権利を侵さない限り､どんなことでも達成することができる｡

●成功には代償が必要だ－あなたが支払う代償はあなたが得る成果に比べると極めて小さなものである｡…あなたは自分の思いどおりのものになることができる｡

●すべてはアイディアに始まる

序章　　　思考は現実化する！
｢奇跡を起こす人､ナポレオン･ヒル博士｣　Ｗ･クレメント･ストーン

▼｢思考は現実化する｣との出会い▼理解しやすい｢成功のノウハウ｣▼五年間で５０年分の仕事をしたい－求め､信じれば手に入れることができる｡人を助けることは自分を助けること

｢成功哲学はこうして完成した！｣　ナポレオン・ヒル

▼20年めにカーネギーとの約束を果たす▼夢と現実との綱引き▼成功ノウハウをどう実生活に活用するか－｢明確な目標｣､｢プラスアルファの努力｣､｢調和の精神｣､｢信念の現実化｣､｢自己規律｣､｢自然の法則｣▼｢思考｣があなたを変える－｢考え方があなたを変える｣､｢人間は自分が考えているような人間になる｣

▼脳力は使わなければないに等しい▼価値ある｢思考｣▼成功哲学は奇跡を起こす▼成功哲学はヒラメキを生み出す▼カーネギーの莫大な財産とは－私の持っている最も価値の高い財産とは､私が富を築いた方法､ノウハウだ▼チャンスは予期しないときにやってくる－誰でもその人にそれだけの器量があれば本当に用意ができているのなら､最良のものが向こうから訪れる｡私の成功哲学を受け入れる用意があるのなら､今日のこの日が人生の折り返し地点となることは疑いの余地もない

その後のナポレオン・ヒル　　　　　　　　　　　　　 田中孝顕

｢十分な確信を持ってそれを信じ､信念に基づいて行動すれば､誰でもなりたいと思うものになれるのだ｣

PMAプログラム・ＨＳＳプログラム

▼アンドリュー・カーネギーの生い立ち▼成功する人間はどう決断するか｢これからは鉄の時代､鉄道の時代だ｡鉄で富を得よう｣カーネギー･スチールを新会社のUSスチールに売り渡す時の条件⇒全資産の1.5倍に相当する社債と株をもらう⇒一線から身を引きこれまで得た富を様々な方面に寄贈することに晩年を費やした｡⇒カーネギー・ホール､約3000もの公共図書館を20年の間に寄贈

｢人間が金を持ったまま死ぬことはとても不名誉なことだ｣｢私はすでにほとんどの富を世の中に分配してきた｡しかし､もっと大切なものを､まだ分かち与えていないのだ｡このことが私にとっても､常々気にかかっていてね｡それは､世の中の多くの人々に､誰でもその気にさえなれば豊かで幸せな人生を送ることができる､という秘訣(ノウハウ)を｣知らしめることなのだ｡

｢成功｣の定義＝成功とは他人の権利を尊重し､社会正義に反することなく､自ら価値ありと認めた目標【願望】を､黄金律(※自分がして欲しいと思うことは､何よりもまず他人にそうしてあげることだ)に従って一つひとつ実現していく過程である｡

第1章　　思考は現実化しようとする衝動を秘めている
思考というものは､一つの実体､しかもその思考内容そのものを現実化しようとする衝動を秘めている実体､といってもよい｡それは強力なエネルギーを持っている｡それゆえ強力なエネルギーを持っている｡それゆえ､思考が明確な目標､忍耐力､あるいは強い願望とあいまって成功に向かって作用し始めるとき､思考は強烈な実体になる｡こうして､人間は自分が考えているような人間になるのである｡
｢あなたが真底そうしようと望んだことは必ず実現する｣

◎｢思考｣によってトーマス･エジソンとの共同事業を実現した男

エドウィン･Ｃ･バーンズ

不動の信念に支えられて､願望(目標)を最後まで追求する､という強い意欲(もティベーション)があなたの人生を大きく左右することを心にとめておくこと｡このような脳力は誰もが持っている､ということも｡

願望実現というのは当初の願望とは異なった結果として実現する｡

バーンズ⇒金銭には代えることのできない財産を得た｡⇒その財産とは成功の原則を活用することによって､目に見えず､手で触れることもできない思考が物理的な報酬に変わりうるという事実を知ったことである｡

大きな成功というものは人々が敗北感に屈してしばらく経ったときにやってくるものである｡

◎ゴール91センチ手前で物質化した心の壁－ゴールドラッシュ時代にあきらめた地点からわずか91cm下に新たな金鉱脈
◎50セントの教訓－小さな黒人の小作人の女の子が50セント回収
◎”ノー”には”イエス”の血が流れている

◎経験の中で見出した成功の秘訣－ダーヴィーが富を築くことができたのは二つの経験を分析し､その経験の中に成功の秘訣を見出し､それを身につけ応用したからに他ならない｡

◎成功のカギを発見する余裕のない人のために…－富は､ある日突然､まったく予期しない形で目の前に現れるので､一般の人々は自分が富を得ていなかったときには､それがいったいどこに隠れているのかわからないのだ｡成功は成功を確信する人のもとに訪れる｡少しでも失敗を意識すれば失敗する｡

◎V8は不可能か？－ヘンリー･フォードのV8エンジン開発

◎あなたは自分自身の運命の支配者である－詩人ヘンリー｢我こそが運命の支配者にして我が魂の船長なり｣

第2章　　願望の設定は､あらゆるものの達成の出発点である
◎明確な願望が成功への扉を開かせる

エドウィン･Ｃ･バーンズ⇒自分が発揮しうる限りのすべてのエネルギー､すべての脳力､すべての努力､…あらゆるものをこの絶対の願望､明確な願望に注ぎ込んだことの当然の帰結であった｡
◎ただ進むのみ－バーンズ⇒燃えるような願望や目標が､確固たる行動に転化したとき､あなたの思考は現実化するのである｡
◎富への拍車－勝つためには退路を断って後退するためのすべての道を断絶しなければならない｡
◎焼け落ちた町に一人残った男―願望を持ち､その願望成就のために揺るぎない計画を立て､さらに決して心を他のことで迷わせない､という固い決意を持ってその計画を行動に移せば願望は必ず達成するのである｡

◎願望実現の６カ条を素直に受け入れても､何の損もない

①実現したいと思う願望を｢はっきり｣させること

(※単にお金がたくさん欲しいなどという設定は全く無意味)

②実現したいと望むものを得るために､代償を何にするかを決めること｡(※代償を必要としない報酬など存在しない)
③実現したいと思っている願望を取得する｢最終期限｣を決める

④願望実現のための詳細な計画を立てること｡そして､すぐに行動に移ること

⑤実現したい具体的願望､代償､最終期限､詳細な計画､以上４点を紙に詳しく書く
⑥紙に書いたこの宣言を１日に２回､起床直後と就寝直前になるべく大きな声で読むこと｡この時､あなたはもうすでにその願望を実現したものと考え､そう自分に信じ込ませること

◎ヴィジョンの力

新しいもの誕生の源｢強力かつ明確な願望｣⇒まだ見ることもさわることも不可能な未来を断固として信じ続ける力を持っていた｡⇒ありとあらゆるものの創造

◎”窮”を転じる

何かになりたい､何かをしたいという燃え上がる願望がすべての出発点となる｡⇒ヴィジョン
自分の人生を安く人生に売った者は
やがて蓄えが減ったとしても
人生はまったくビタ一文も支払ってはくれない｡
人生は雇い主と同じだ
しかも欲しいだけの給料をくれる｡
だが､ひとたび給料を決めてしまったら
あとはその給料の多寡と関係なく
困難な勤めに耐えていかなければならない
しかし､どんなに惨めな仕事でも
精一杯努力すれば
人生は請求しただけの報酬で
喜んで支払ってくれるものだ(アール･ナイチンゲール『人間は自分が考えているような人間になる!!』)
自然の法則は私たちになすべきことを教えてくれる｡ただ素直に従うことだ｡人にはそれぞれの方法で生きる手立てがある｡耳をすませて静かに聞けば､正しい法則があなたにも聞こえてくるだろう｡

◎一生を変えた出来事－ナポレオン・ヒルの生まれつき耳がなかった息子ブレアの場合

◎願望はひとまず実現した－新しい補聴器が開発された
◎障害を財産に変えるインスピレーション－耳の聞こえない人に自分の体験を伝えて富と幸福を与える⇒補聴器のマーケッティング

⇒チャンスは準備をしていた人間のもとに飛び込んできた
◎心の力は驚異に満ちている

第3章　　信念は願望実現の原動力である
◎どのように信念を育てるか－｢信念(+愛情+セックス)｣＋｢思考(⇒願望)｣⇒(繰り返し命令を送り込む)⇒深層自己説得の技術⇒潜在意識が活性化⇒モティベーション(ヤル気)＋限りない知性⇒バイタリティ(活力)⇒行動⇒物理的な実体へと変換

◎信念を強化する－成功へのルールを実践する⇒積極的､肯定的な感情で埋め尽くし､マイナス感情はすべて排除する｡

『私は信念を､不滅の信念を持とうとしている｡
信念は､私の思考に生命とエネルギーと行動力を与える永遠の妙薬｡
私が何かを達成させたいとき､信念がそれを可能にしてくれる｡
信念はあらゆる奇跡をもたらす､科学でも解けない謎｡でも私はそれを用いることができる｡
信念とは失敗の解毒剤｡心が落ち込んだとき､私を不死鳥のようによみがえらせる魔法の粉｡
信念と願望､目標がうまく結びついたとき､互いに強固なものとなって私の望みは実現せざるをえなくなる｡
信念は私の思考を崇高なものとする隠された力｡
信念があればこそ､人は文明を築くことができたのだ｡
そして今､私はその信念をもとうとしている｡』
◎思考は似たような思考を引寄せる－｢感情と結びついた思考は似たような思考を引寄せる磁石となる｣

◎否定的な思考の悲劇

潜在意識⇒極めて事務的に処理⇒肯定的思考をインプットする

…

人生のたたかいに勝つのは､必ずしも最も強くて､最もすばしっこい人ではない｡
最終的に勝利を収めるのは｢私はできる｣と思っている人なのだ｡
◎あなたの頭脳の中で眠っている才能－エイブラハム・リンカーン
◎奇跡も信念から生まれる－マハトマ・ガンジー､ビジネスマン･ウーマン

◎10億ドルの華麗なスピーチ－チャールズ・Ｍ･シュワップ
◎度肝を抜かれた参加者

◎カリブ海の海賊の誤り－独占により価格をつりあげ私服を肥やす経営姿勢は愚か

◎カーネギーの夢と自分の夢を同時に実現させたシュワップ

◎富はまず思考から始まる－信念は限界をぶち破る役目を果たす｡あなたが求める富によってあなたの人生が決まる
第4章　　深層自己説得を活用する
◎創造的な思考の種子を植える

◎武者ぶるいするような想像力を働かせよ－願望実現の6カ条を感情を込めて読む⇒繰り返すことで心の変化が生じる⇒願望に信念

◎集中力を強化する⇒ヒラメキ､想像だけでよい
◎深層自己説得の力を効果的に発揮させる方法－
①静かな場所で､あなたが貯めたいと思っている富(価値あるもの)といつまでに貯めるのかについて書いたものを読み上げる｡⇒自分で自分の声を聞く｡⇒既に手中にした自分の姿を心に描く｡⇒最善を尽くす具体的な内容を書く⇒手に入れる確信･はっきりとしたイメージ②あなたが実現したい富が具体的に見えてくるまで､つまり触ることができるほどはっきりと心に描く｡③宣言文をよく見えるところに貼っておく｡寝る前､起床時に読み上げる｡信念は感情の中で最も建設的なもの｡ためらわない｡忠実に勇気を持って実行する｡

◎精神力の秘密－深層自己説得⇒潜在意識を刺激する最も効果的な手段

第5章　　個人的経験と観察力を高める
◎知識を力に変える－知識が力になり得るのは知識が目標に向けた行動プランの中で活用されたときだけ

◎｢無知｣だからこそ未来をつくる－マスターマインド･グループをつくり必要なときに活かす｡⇒どれだけ活かしたか

◎必要な知識は手に入れることができる－専門知識を持った人々の協力を得る

◎知識を得る方法を知ろう

◎一括前払いの効用

◎専門知識への道

◎失業によって得たアイディア

◎理想的な仕事をするプラン

◎いきなり上昇気流に乗るのも悪くはない

◎不満を成功に結びつける

◎金以上の価値

◎専門知識を使ってアイディアを活かす

第6章　　脳の中に浮かぶ森羅万象の世界を活用せよ
◎想像できるものは必ず実現できる

◎想像力の二つの型－①改良的想像力②独創的想像力

◎想像力を訓練せよ－目に見えない願望を現実の富に変換させるには願望設定～行動計画は想像力によって組み立てられるもの､改良的想像力

◎大自然の法則－願望とは思考のヒラメキ

◎魔法のヤカン－コカ・コーラ誕生秘話｡薬剤師にとってはまったく価値のないものが若き店員アサ・キャンドラーの加える創造力で コカ・コーラという黄金になった｡その創造力というのは｢ソーダ水｣と｢自動販売機｣だそうだ｡どんな小さなきっかけにも大金を生み出す大きな可能性を含んでいるということ｡たとえそれがお金でなくともきっとそのきっかけに気付ければ相手を思う気持ちや愛情､友情に変わるのかもしれない｡

◎100万ドル持っていたら何をするか－牧師⇒説教⇒実業家の寄付⇒アーマー実業大学の設立資金(決意･計画⇒36時間以内に目標達成)
◎アイディアをいかにして富に変えるか－燃えるような願望､執念⇒アイディアは目に見えないエネルギー

第7章　　体系的な行動計画を立てる
◎実践的な計画作りに必要な四つの原則

◎最初の計画が失敗したら､次の計画で挑戦せよ！

◎自分を売り込む

◎賢明にリーダーに仕える者こそ次のリーダーとなる

◎リーダーになるための11の重要な条件
◎二種類のリーダー

◎リーダーが失敗する10大原因
◎あなたに合ったビジネスがあなたを成功に導く
◎奉仕こそ成功への黄金律だ－｢礼儀と奉仕｣⇒成功の黄金律＝自分がして欲しいと思うことは､何よりもまず他人にそうしてあげることだ＝サービス精神
◎QQSによる評価－サービスの質＝クォリティのQ　サービスの量＝クォンティティのQ　サービス精神＝スピリットのS
・あなたの｢脳力｣は効果的に使いさえすれば､事業においては金銭よりはるかに大きな価値を生み出せるものだ｡なぜなら｢脳力｣は不景気の影響も受けず､いい換えれば不況期を通じて恒常的に減価しえない資本の一形態であり､この資本は盗まれたり使えばなくなってしまったりする心配もないからである｡
◎あなたの脳力の本当の価値
年収×(１６＋２／３)　300万円×(１６＋２／３)＝5000万円

◎失敗を招く30の原因
◎あなたは自分自身の価値を本当に知っているだろうか？

｢汝自身を知れ｣(立法者ソロンの言葉)｡人は生まれながらにしてセールスパーソン｡弱点を知っておく｡

◎自己分析があなたを正しい軌道に乗せる－毎年､自分自身の脳力の棚卸しをしなければならない｡私達の目標は進歩すること｡

◎富を築く無数のチャンス－自由と平等とチャンス
①食物､②衣服､③住居－1日8時間労働で多くの恩恵にあずかれる｡

◎目に見えない素晴らしい奇跡－謎に包まれた人類の恩人とは｢資本｣のことである｡⇒資本とは文明の頭脳⇒金銭は正しく使えば文明にとって最も重要なもの｡食料の交換から支えているもの

◎人生の基石－願望､計画､決断､誠実､希望､想像力､信念､情熱､判断力､忍耐力､組織化､努力家､創意工夫⇒企画､建設､サービス(奉仕)､行動⇒資本家⇒⇒経済の法則⇒人々の幸福､文明､利益､願望､富

①｢もし富を求めるならば､その大小にかかわらず､その富への道を支配している資本主義そのものを認識し､応用していく必要がある｡｣
②資本主義をあたかも有害なもののように主張する政治家や煽動家たちの偏見に惑わされてはならない｡

◎富もチャンスも満ちあふれている－目標､計画､行動､忍耐力

第8章　　速やかに決断せよ
◎大敵は｢優柔不断｣－｢素早い｣｢明確｣な決断｡変更の場合は慎重に｡
◎決断の秘訣－新聞記事や広告､噂､最も安い商品､といった無責任な意見に振り回されない｡⇒目標､計画､アファーメーション(自己宣言)｢やりたいことは､まず行動によって示せ｣…人選⇒マスターマインド
◎自由か死かの選択が歴史を変えてきた－リンカーン､ソクラテス
◎56人の縛り首候補者

◎マスターマインドの組織

◎歴史を変えた決断－1774.9.5フィラデルフィアにおいて第1回大陸会議開催⇒1776.6.7リチャード･ヘンリー･リーの演説｢諸君､私はこの植民地連合は自由と独立の国家であり､またそうあるべきものだと思う｡…｣⇒アメリカ共和国の誕生を提案⇒リーの家族危篤で帰郷⇒トーマス･ジェファーソンを独立宣言文起草委員長に指名⇒6.28原案完成⇒1776.7.4独立宣言文｢われわれは生まれながらにして神の前に平等であり､神聖にして奪いがたい天賦の権利を付与され､その中には生命･自由そして幸福の追求をする権利が含まれている…｣と投票と死を覚悟した56人の署名

◎決断の締めくくり－願望､決断､信念､忍耐､マスターマインド､計画の組織化､
◎欲しいものを知れば､それは得られる－自然の法則⇒欲ではなく万人の願い⇒明確で具体的な目標⇒決断⇒実現＝思考の物質化
決断を妨げる要因

第9章　　忍耐力を身につける
◎願望実現おための不可欠な要素

◎あなたの忍耐力はこうして判定できる

◎あなたの意識は本当に”富”を求めているか？

◎無気力からの脱出

◎｢失敗｣は､あきらめない人にとってのみ成功への一里塚となる！

◎忍耐力を鍛えるために

1.　目標・願望の明確化
2.　強いエンスージアズム(熱意)を伴った目標実現意欲
3.　自信　　4.　計画の明確化　5.　正確な知識

6.　マスターマインド　　7.　意思の力　　　　　8.　習慣
◎このウィーク・ポイントを乗り越えよう

◎批判を恐れることは成功を恐れることだ－アイディアというものは生まれたときにほとんど死にかかっているか､あるいは生きていたとしてもすぐに手当てをしなければならいない状態だ
◎忍耐が幸運をもたらす

◎明確な目標が忍耐力を生む

◎忍耐力を身につける四つのステップ－１億ドルの成功ノウハウ 
1.　燃えるような熱意に支えられた､明確な目標を持つこと
2.　明確な計画を立てて､それを着実に実行していくこと

3.　親戚､友人､周囲の人たちの否定的な､あるいは意気消沈させるような意見はさっぱり拒絶すること

4.　目標と計画に賛成し､激励してくれるような人を一人､あるいはそれ以上の人を友人にすること
※この友人のことを､｢マスターマインド｣と呼ぶ｡

この他のアファーメーション､ヴィジュアリゼーション

▼この4つのステップによって､私の運命は切り開かれる｡
▼この4つのステップによって､私は今まで背負ってきた､成功者としてふさわしくない固定観念を打ち破ることができる｡

▼この4つのステップによって､私はお金持ちになれる｡

▼この4つのステップによって､私は力と名誉を得､世界的に認められる人間になる｡

▼この4つのステップによって､私は幸運と結婚でき､そして次々と新たな幸運を生み出すことができる｡

▼この4つのステップによって､私は夢を現実にすることができる｡

▼この4つのステップによって､私は恐れや失望や無関心を克服することができる｡

▼この4つのステップを実行する私には､必ず素晴らしい報酬が与えられる｡
▼その報酬とは自分の価値や行き先を自分で決める特権であり､自分の人生を思う通りにつくり上げていくことのできる特権である｡

◎困難を克服する－エジソン､フォード､ムハンマド⇒｢言葉の力｣｢祈りの力｣｢神と人間との触れ合い｣
◎失敗の取り扱い方－不運な目に遭ったときは､それを過去のものとしてしまっておく｡そして心はいつも未来へと向けておく｡

精神的な豊かさと物質的な豊かさとは互いに密接な関係にある｡⇒失敗から学ぶ⇒ツイている

事件により思わぬ計画変更⇒ヒラメキの声⇒全く知らない町⇒最高のスイート・ルームに宿泊⇒自尊心と積極性⇒賛同者を探す⇒『人生の成功法則』(『ザ･サイエンス･オヴ･パーソナル･アチーヴメント･プログラム』)を出版⇒『The  Law  of  Success』全８巻
◎逆境の中には､すべてそれ相応かそれ以上の大きな利益の種子が含まれている－後悔や苦い思い出､悔しさがあるなら､その中から自分や人々のためになる利益を引き出すことを考えるのだ｡それは必ずある！

◎｢時｣は失敗や逆境をダイヤモンドに変えてしまうこともある－人間は､人生の中に大いなる｢プラン｣をすべて見通すことはできない｡しかし悲しみや失敗や挫折が起こるたびに､それはやがてきたるべき､さらには豊かで素晴らしい経験へと鍛え直され､強化されるのだと考えればよい｡なぜなら実際にそうなるからだ！

｢人生には､さまざまな逆境の巡り合わせが絶え間なく起こっているものだ｣

エジソン｢いやいや､それどころか､耳の聞こえないことで大助かりしていますよ｡くだらないおしゃべりを聞かなくてもすみますからね｡それで”内なる声を聞く”ことができるようになりました｣

◎スイッチを｢成功｣の側に押し倒せ！－アーサー・デシオとトレーラーハウスの販売⇒未来形で話をする

◎1929年の大恐慌に､人は自分の心構えどおりの対処をした－富はあなたの頭の中で出番を待っている様々な感覚にとっては富こそそれらに日の目を見せてくれる栄養源である｡富がなければ体験できないような至高感覚のことである｡心の平安⇔拝金主義･実業界の海賊

◎他人を傷つけてまで成功するほど､愚かなことはない－他人を犠牲にすれば必ず結局は自分自身をも傷つける｡過去の災難

◎1センチ余分に進む－プラスアルファの魔法⇒自分が必ずやらなければいけないこと＋α｡成功するには仕事と自分自身｡なすべきこと以上のことを進んでやろうとする積極性は富を得る人間､優れたリーダー､幸せで心豊かな人間につけられる人格証明

◎エンスージアズム(熱意－古代ギリシャ語で神にとりつかれた状態)はあなたの生命そのものだ－ただ忍耐力のみあってそこにエンスージアズムがなければ電源の入っていないオーブンにご馳走を詰めた七面鳥を載せただけ｡詩人エマースン｢世界史上で､偉大で､堂々とした行動は､みんなエンスージアズムの功績である｡エンスージアズムなしには偉大なものは何一つとして達成されなかった｣

◎エンスージアズムを持った人間－｢明確かつ特定の目標｣を持つことから始まる｡願望や目標がしっかりと定まっていて､それがあなた自身の魂の一部になっていることが､エンスージアズムにとって一番住みやすい環境なのだ｡｢あなたの内なる神｣＝自分自身と自分の行動についての信念のこと

◎エンスージアズムは行動から生まれる－精神にせよ､肉体にせよ､感情は行動には即座に従ってくる｡それに､同じ思考あるいは同じ肉体的行動の繰り返しは習慣となる｡頻繁に繰り返せば､自動的な反射作用になる｡

◎エンスージアズムはこうして持つことができる
具体的かつ鮮明な目標やＰＭＡ(積極的心構え)や信念を持つ⇒｢熱心な行動をせよ｣⇒気持ちの方が後からついてくる｡⇒やがては､心にエンスージアズムが充満してくるのが感じられる｡⇒エンスージアズムを持つための具体的なアドバイス｡
1.　大きな声で話す
2.　早口で話す(頭がそれ以上に機敏に働く)
3.　強調すること
4.　間をとる
5.　あなたの声に微笑みを込める(キメの粗さを消すことができる)
6.　話し方に変化をつける
◎エンスージアズムは一人の主婦を大会社の社長にした－メアリー･ケイ･コスメティック社の創業者＆社長

◎エンスージアズムは､誰も邪魔することはできない

あなたの設定した目標を達成させるための計画に熱意をもつ秘訣
1.　熱心で楽観的な人々と付き合うこと｡
2.　まず財政的な成功を築き上げるために働くこと｡
3.　成功のノウハウをマスターして､日常の生活に適用すること｡
4.　健康に注意すること｡
5.　PMA(積極的心構え)を維持すること｡
6.　他人の手助けをすること｡
・服装に気を配ること
※自分がその場にふさわしい服装をしていると意識をしているときは､気分がよくなり､物事に熱心になれる｡
・常日頃からエンスージアズムを持つ訓練をすること
※何を話すかということよりも､どのように話すかということが大切｡話す内容はあなた自身が信じているもの｡
◎エンスージアズムは売れる！－セールスの成功の元

①製品(商品､サービス)に関しての知識

②扱う製品が買い手のためになることを確信すること

上記の6つの具体的なアドバイスを取り入れて純粋で真面目で熱意ある信念とその気持ちを相手に伝える｡

◎人間は皆､生まれながらのセールスパースンだ－人間は生まれたそのときから自分自身を売り込まなければならないようにできている｡⇒一生､セールスパースンそのものなのだ｡

・独自に自分の中にエンスージアズムを吹き込む方法を開発しなければならない｡⇒成功

第10章　 マスターマインドの力
◎成功するために必要なエネルギーの入手法

・富を築き､成功を収めるため､また計画を行動に移すためには必ずそのためのエネルギーが必要｡＝このエネルギーは｢組織的かつ正しく方向付けられた知恵｣とも定義⇒組織化されているがゆえに容易にエネルギーになりうる｡
・またこの組織だった努力は､二人ないしそれ以上の人たちが､同じ願望や目標のために調和を保ちながら協力していくことから生み出されるものである｡
・そのエネルギーの源泉は次の３つ｡
①無限の知性－ヒラメキ､独創的想像力　⇒　第６章
②蓄積された経験⇒体系的､整理して本となっている
③調査と研究
・知恵は､これらのどの源泉からでも入手することができる｡具体的且つ明確な計画の中に組み込まれ､そして行動に移されることによってエネルギーに転換されるのである｡
・ある程度以上の規模を持つものなら､必ず人が集まって協力してくれるものである｡ここでマスターマインドという概念が必要となってくる｡
◎マスターマインドとは何か？

・協力者集団(P371)
・｢マスターマインド｣とは｢思考の振動(バイブレーション)｣と定義
・｢明確な目標を達成するための2人ないしはそれ以上の人たちによる､調和された､知恵・知識と努力の協力関係(もしくはそういう関係にある人)｣(P372)

・あなたの別の人(複数でも)との間に調和を感じるときがある｡そのときというのは､心と心の波長がぴったりあったときで､そこに計り知れない貴重な価値が生まれるのだ｡
・マスターマインドというのは､このような二人以上の､何らかの願望や目標を持った人間の集まりのことであり､またそれらの人々の間で行き交う､波長の合った思考のバイブレーションのことである｡
・１＋１　⇒　２以上

・アルバート･アインシュタイン－原子を細分化した素粒子は信じがたいほどの小さな存在から成り立っていて(さらには電子､素粒子､さらにはクオーク)､それらは周囲の環境次第で物質的存在からエネルギー的存在､あるいはその逆に変質することができる｡

・広範なエネルギーの場が宇宙にみなぎっていることを数学的に示した｡

・アレクサンダー･グラハム･ベル－音も色も熱もＸ線もすべて兄弟｡違いは振動数､つまり周波数にすぎない｡熱と光の間のどんな振動の効果も近くできるような感覚を人間は持っていない｡振動についての権威｡脳波⇒3～40Hz､※意識⇒数百Hz､思考や波動は？

◎場の理論と思考の移転－エネルギーは振動⇒何もかもが振動⇒ラジオを特定の周波数に合わせると耳に聞こえる振動になる｡⇒共感した人の心はその振動を取り入れる｡周波数が合う｡

◎マスターマインドから得られるエネルギー

・経済的性質

・心理的性質－｢二つの心が一つにまとまるとき､見ることも触ることもできないもう一つの心が生まれる｡それが第三の心だ｣－人間の心のエネルギー⇒調和⇒超越的エネルギー(P374)

・｢二つ以上の頭脳が調和のとれた協力をするとき､一つの頭脳よりもはるかに大きなエネルギーを生み出すことができる｣

・アンドリュー･カーネギーのマスターマインドは約50人
・ヘンリー・フォード､マハトマ・ガンジーらの奇跡

◎ブレーンの力の活用

◎積極的心構えの力－富や異性を求めるエネルギーはほぼ同じ⇒⇒PMA(積極的心構え)⇒『心構えが奇跡を生む』

◎あなた自身のマスターマインドのつくり方－心の平安を持つ人は､常に他人から受け取ることも与えることもできる｡
◎マスターマインドはこうして維持せよ

１．気心の知れた人と強調グループをつくる｡
・まず２､３人の気心の知れた人に声をかける｡そしてこの計画に参加してもらう｡強調グループをつくるのだ｡そして全員が互いに心の調和がとれているかを確認しておく｡強調グループの主たる目的は､知的にも精神的にも､互いに成長することがあり､もちろんそれに伴って､物質的利益も(各自の意欲次第で)同時に得られることを説明する｡
２．討論クラブになってはいけない
政治､宗教など､議論を呼びそうな微妙な話題をこのグループのミーティングには含めないことだ｡このグループの目的は､各メンバーが人生から得た経験に基づいた知識で､助け合うことだから｡
３．話の内容は部外秘にすること
討論や協力の内容は､グループの中にとどめておく｡それを承知していれば､メンバーは自由に話しができる
４．グループは成長する
グループは新しいメンバーが増えて大きくなる｡だが､手におえなくなるほどの大きさにしてはならない｡新メンバーの受け入れは全員一致の原則で決める｡
５．仮入会の期間を設ける
マスターマインドの最初のメンバーは別として､新入りメンバーは１ケ月ないし適当な期間は､仮の入会とする｡新入りのメンバーが､　　　他のメンバーと調和がとれるかどうかを見守る必要がある｡
６．人生の成功の原則への賛同
円卓のメンバー１人ひとりが､自分の知識と経験のすべてを快く　　　出すようにしなければ､グループに不調和が生じ､宙に浮くことになる｡
７．議長を参加メンバーの持ち回りにする
進行状況､制限時間､会全体の時間などに影響する

８．主たる目的を選ぶ
メンバー個人がそれぞれ述べる目的や問題のほかに､メンバーが一緒にやっていけるもの､グループ以外の人々のためになるものとして､グループ全体の目的なり､プロジェクトなりを決める必要がある｡
◎マスターマインドに関するその他の注意

・外部の人には､マスターマインドのプライベートな目的は明かさないようにするのがよい｡
・失敗と相性よく結びついてる人､力を成功に向けようとはしないで､他人の足を引っ張ることだけに関心を持っている人がいることも､頭にとどめておかなければならない｡
・いずれにせよグループ形成に関する限り､人の意見を聞く必要はなく､自分の意見さえあればいい｡
・マスターマインド・グループとして集まるときは､否定的な考え方はすべて忘れてしまわなければならない｡
・このミーティングは､あなたが積極的な考えを見つけ､それを維持していくためのいちばん大きなきっかけとなるべきものである｡
・さらに､自分のエンスージアム(熱意)を示して､この貴重な感情を分け合うようにすることが､マスターマインド・グループのリーダとしてのあなたの義務である｡もっとも､エンスージアムを分け合うための方法については心配する必要はない｡
・このエンスージアムは伝染性のある感情だからだ｡グループのメンバー全員は､毎回何か得るものがあるように気を配らなければならない｡各人が手に入れて持ち帰るものの大きさに比例して､エンスージアムや協力も増大する｡
・マスターマインド・グループは､競争する場ではない｡グループのメンバーは誰一人として他のメンバーに敵対意識を持つ理由はないし､他人に対して秘密をつくる動機もない｡
・｢信頼が調和ある人間関係の基礎となる｣－あなたが信頼している人を選んでグループをつくるとよい｡相手があなたに信頼を置いてくれていることも､確かめておくことだ｡
◎｢悩み相談クリニック｣は多くの人々が必要としている⇒ガンジーのインド独立

◎政治の場でのマスターマインド－市役所に｢悩み相談クリニック｣を設置

◎平和と調和によって心が強化される－｢人知ではとうていはかり知ることのできない神の平安－※訳注｣

◎家庭での調和の大切さ－心の回路に絶えず出入りし､心を平和と持続的な調和に保つように調整することのできる力

◎心配事を追い払う自分なりの簡単な方法を見つけよ－旧約聖書｢烈王姫下｣第5章(1節～27節)心配事を解決するにはもっと簡単な方法がある｡心配事を根こそぎ取ってしまうには何らかの建設的活動に転換してしまうこと｡｢心の平安は､本来はシンプル｣
第11章　 モティベーションを生み出す魔法のアイディア
◎人は好きなことに対しては努力を苦としない－忍耐力とは､その人がやっている仕事を好きか嫌いか､あるいは愛するか｡愛する人のために仕事をしているか⇒｢快い疲労｣

◎煉瓦運びが好きな人⇒コロニー建築時の適材適所の例

◎大好きな仕事⇒報酬以上のサービスをすることは､必ず報われる
①その仕事をすることによって幸福を得ること｡⇒最高の報酬

②目先の収入はともかく､生涯収入では決して引けをとらない

⇒愛情をもってする仕事は他の仕事より質･量ともに優れている｡
◎そのとき私は45歳になっていた－財産の蓄積､心の平和､幸福の発見…⇒全て成功哲学のルールーの適用によって得られる｡『ザ･サイエンス･オブ･パースナル･アチーヴメント･プログラム』
◎失敗と挫折の告白⇒人生の結果としての成功

◎仕事以上の報酬⇒逆境の中には､すべてそれ相応かそれ以上の大きな利益の種子が含まれている(第9章)
◎普遍の法則とは⇒大勢の人が報酬以上に働こうとしないのに､なぜ報酬以上の仕事をしなければならないかとういう最重要な理由
1.　あなたが常に報酬以上の仕事をする人だという評価を得ることができれば､あなたの立場に有利なものとなる｡その高い評価がやがては高い収入を生むことになる｡
2.　例えば､右手を強くしたいと思ったら､あなたは右手を休ませるか？ロープで体に固定し､使わなくしたら､やがては､右手全体が委縮し､最終的には､右手を切断することになるだろう｡
森で一番強いカシの木は､嵐から守られたり､日照りから保護されている樹木ではなく､開けた場所に立ちはだかり､風や雨をまともに受け､冬は雪の重みに耐え､夏の照りつける太陽にもめげずに大きくなった木なのである｡
◎報酬以上の仕事をせよ－闘争と抵抗が強さを作るということは自然の摂理､普遍の法則
｢あなたの仕事｣⇒｢あなたの人生｣に､
｢あなたの収入｣⇒｢あなたの人生の実｣に置き換えてもよい｡
・事実は､報酬以上の仕事をしてきた人は､報酬以下の仕事しかしていない人よりも高い地位につき､高い報酬を得ているということ｡
・スペシャリストや独立している人にも立派に通用している原則

・この事実が理解できたら､今すぐ行動に移そう｡そうすれば､あなたの人生は今よりもずっと良くなることを保証する｡
1.　原則に従わない人よりは多くの物質的報酬が得られる｡

2.　幸福と満足感が得られる｡

◎タダでは何も得られない－プラスアルファの魔法｣
・例:｢収穫増加の法則｣(※一粒万倍)､労力以上の報酬､大自然の偉大な法則

・例:ヘンリー・フォードの最低賃金制度⇒平均以上の質と量の労働者を手に入れることができた｡
◎｢お客様は常に正しい｣－例:ブラウス返品と口コミ

◎ダウンズが用いた｢プラスアルファの魔法｣－彼を昇格させる権利を持つ男の注意を引く機会を得た｡役に立とうという心構え｡

｢報酬以上の仕事｣具体例として

①1日1時間､給与の対象外の仕事をする｡ 

②報酬を期待せず受け取らず1日1人以上の役に立つようにする｡
◎｢あの山を動かせ｣－｢やったことすべてに直接的な報酬が得られないと､だまされたような気持ちになること｣

奉仕をしてその報酬を得ないということはない｡それは､仕事をしなければ報酬を得られないのと同じくらい確かなことである｡

▼もし､あなたに恩を感じない主人に仕えたならば､より一層彼に対して奉仕をすることだ｡神をあなたの債務者にしてしまうことだ｡

支払いが遅れれば遅れるだけ得をすることになる｡なぜなら貸した債権は福利で計算されるのが天界における慣例だからだ｡

▼自然の法則とは｢行え､そうすれば必ず脳力は自分のものとなる｣

▼私達の取引には物言わぬ第三者が常に立ち会っている｡物事の本性と魂が正直になされた奉仕を無駄にしないように､すべてに契約の履行を補償する｡

◎補償の鉄則－たった一つの美しい考えを､もう一人の心に種を蒔く人は､アラ探しをする人が全員集合したときよりも､世の中に大きな貢献をするものだ｡他人の成功を助けることで､本人も最高の成功を一番早く得られるのだ｡

◎無料の講演－講演料100ドルを断ったことで定期購読申込料増大

◎週給15ドルから年収10万ドルへ－たった一人で何もかも成し遂げることはできない｡

◎許可はいらない－プラスアルファの魔法を用いることを習慣化することについて､誰の許可もいらない｡お世辞より真実を求めなければならない｡
◎欠点をプラスのエネルギーに変える－セルフ･コントロールが必要｡人生とは､いい換えれば障害と困難の克服なのだということを理解すべきだった｡

◎ベン･ハーに学ぶ－ガレー船のオールで鍛えた｡⇒晴れて鎖を切られて自由の身に｡鍛冶屋を哀れむ代わりに立派な腕を讃えるべき
◎最高の製品を最低の価格で－ヘンリー･フォードの哲学

◎前回よりも優れたものを－私たちがここにいるのは､死の影の向こうにある｢来世｣に役立たせるための宝を積むためのものであるなら､できるかぎりの人にできるかぎりの最高のサービス(奉仕)をすることによって宝を積みあげようではないか｡

・どんなことでも学んで､それを実践して初めて価値が生まれる｡
・知識は体系立てて利用することによってパワーとなる｡

・報酬以上の仕事をして初めてリーダーとなれる｡

・約束の期日に仕事を完成すると信じられている人はいつでも歓迎される｡

⇒第7章｢体系的な行動計画を立てる｣

⇒第9章｢忍耐力を身につける｣　を再読

第12章　 潜在意識は海面下の王国である
◎潜在意識とドッキングせよ－信念のような強い感情と結びついた目標や願望についてはとりわけ鋭敏にこれに反応するという特徴

・潜在意識は夜となく昼となく働いている｡人間が知ることのできない方法により｢無限の知性｣ともつながりをつけることができる｡

・潜在意識を完全にコントロールすることはできない｡実現させたいと思う計画､願望､目的などを潜在意識に委ねることはできる｡

・潜在意識と結びついた創造力の可能性は計り知れないほど偉大

◎潜在意識の活性化－潜在意識の存在を認め､潜在意識に願望を実現する脳力のあることを理解する｡確固とした力がいかに必要か

⇒第2章｢目標を明確に｣｢目標を紙に書け｣へ
・この成功哲学の諸原則は､潜在意識に到達し､感応させていく脳力を得させるための刺激剤なのだ｡

・潜在意識はそれが習慣となって初めて思うように動かしていくことができるものだ｡努力に関係ない｡潜在意識は１秒たりとも怠けたりはしない｡積極的な願望を与えなければ否定的なものを栄養にしてしまう｡｢思考のヒラメキ｣から始まる｡⇒ヒラメイた情報は､想像力の助けを借りて､計画の中に組み込まれていく｡

・想像力は潜在意識と協力し合いながら､あらゆる分野の成功を導くための計画や目標をつくり出し､そしてそれを推進させていくのである｡
・富に転換する目的で潜在意識に植えつけられたすべての｢思考のヒラメキ｣(その結果としての目標や計画)は､想像力の働きによって信念と結びつけられなければならない｡また､信念に計画や目標を結びつけて潜在意識に植えつけるときにも想像力が必要なのである｡

潜在意識を自由自在に機能させるためには､すべての成功原則を総合し､適用しなければならないのだ｡そして十分にそれらの原則を消化したあと､各人に”そのとき”必要なノウハウをそれぞれ組み合わせて活用するのだ｡むろん時にはすべての成功原則を総動員しなければならない場合も当然あるだろう｡

⇒第3章

⇒第4章
◎建設的な感情を育てよ－富(物質的､精神的なものも)⇒習慣

▼7つの積極的な感情－深層自己説得の力を借りないと潜在意識の中に入ってこない⇒第４章
願望・信念・愛情・セックス・情熱・ロマンス・希望
▼7つの消極的な感情(絶対に使ってはならない)
恐怖・嫉妬・憎悪・恨み・貪欲・迷信・怒り
・積極的な感情と消極的な感情は､同時に一つの心を支配することはできない｡必ずどちらか一方が心を支配する｡
・積極的な感情を応用し､活用する習慣を身につけていただきたい｡
そうすれば､あなたの心は完全に積極的な感情によって支配されることになり､消極的な感情は入り込む余地がなくなってしまうのである｡
◎発明家とアイディア－エルマー･Ｒ･ゲイツ“知識の源泉”

◎天才が使った方法－科学的な発明家はすでに知られている知識､経験によって得たアイディアや理論を組織したり組み合わせることから始める｡それだけでは十分でないことがわかると次に創造的想像力を使う｡人によって異なるが基本的には次のような経過をたどるものである｡
一､次に述べる１０項目にわたる心の刺激剤を使って(不本意なものもある)まず自分の心を刺激し､その働きを高めようとする｡

１.　セックス
２.　愛情
３.　名声､権力､富に対する燃えるような願望
４.　音楽
５.　友情
６.　社会的迫害
７.　深層自己説得
８.　恐怖
９.　麻薬やアルコール
二､既にわかっている部分に精神を集中し､発明の未解決部分の完成図を心に描く｡潜在意識に完全に焼きつけられるまで真剣に考え続ける｡潜在意識に焼きつけたら､心の中を空にする｡そうして｢ヒラメキ｣を待つ｡
◎祈りの秘密

・よく失敗した人や失敗をするかもしれないと思っている人が祈りに救いを求めていることは､あなたもよく見聞きしていることだろう｡だがそれは､意味のない言葉の羅列に過ぎない｡なぜ祈るかといえば心が恐怖と疑惑と依存心で満たされているからである｡
ところがその恐怖と疑惑と依存の感情は潜在意識を動かしはするが､このような場合､本人のエネルギーは消耗するばかりである｡
また､もしあなたに､いくら祈ったとしても無限の知性には届かないだろうし､届いたとしても聞き届けてはくれないだろう｣という気持ちがあるならいくら祈っても無駄である｡
・祈りが現実になる､ということはよくあることだ｡もしあながが､祈りによって成果を上げたという経験があるなら､そのときの心の状態を呼び起こしてみるとよい｡そうすれば､そこには理論を越えた何かがあったことを思い出すに違いない｡
・｢無限の知性｣と通信する方法は音声が電波によって通信されるのとまったく同じである｡
あなたがラジオやテレビの仕組みを知っているなら､音声や映像は人間には感知することができない周波数の振動に変調されて通信されることも知っているだろう｡
放送局では音声は何百万倍もの高い周波数に変調される｡
そうして初めて､音声や映像のエネルギーは宇宙空間に広がっていくのだ｡
そのエネルギーがラジオやテレビによって受信され､元の進総数に変えられて｢聞こえる音｣｢見える画面｣になるのだ｡
・潜在意識は､人間の祈りを｢無限の知性｣が受信できる周波数に変調する媒体なのである｡潜在意識は｢無限の知性｣にメッセージを送り､なおかつその返事を受け取るのだ｡その返事というのは､目的を達成するために明確なプランやアイディアのことだ｡
・この原理を理解できれば祈りの本に書いてあることをただ読み上げるだけでは､人間の心と｢無限の知性｣とを結びつけることは不可能だということがはっきりしてくるだろう｡ 

⇒第２章｢目標を明確に｣｢目標を紙に書け｣

⇒第４章｢深層自己説得を活用する｣へ

第13章　 頭脳は宇宙が宿る小さな器である
◎脳は思考の振動の送受信局である

・創造的想像力というのは､他人の頭脳から発信された思考を受け取る受信装置なのだ｡創造的想像力は人間の意識または理性と思考のヒラメキを受け止めることのできる４つの源泉との間の交信の媒体なのだ｡

・外部から送られてくる思考のヒラメキは､刺激されて増幅されて一層受信しやすくなる｡創造的想像力は積極的な感情や消極的な感情によって増幅される｡思考の振動は､感情によって増幅されるものだ｡

・人間の感情の中で､強さのトップにあげられるのがセックスの感情である｡…｡一度頭脳がセックスの昨日によって刺激を受けると､猛烈なスピードで回転を始める｡セックスの感情が転換されると､創造的想像力は､ますます敏感にアイディアを受信するようになる｡一方､頭脳の回転が速くなれば､他人の頭脳から発信されたものを受信するだけでなく､他人の潜在意識とさえ直接に交信できるようになる｡

・潜在意識は頭脳の発信局である｡それを通じて思考の振動が発信される｡創造的想像力はいわば受信装置である｡その受信装置を通じて､思考のエネルギーをとらえるのだ｡したがって､潜在意識と創造的想像力は､心の送受信装置としての役割を果たすわけである｡

・あなたの心の放送局を作動させるには､簡単な方法でよい｡ただ潜在意識と創造的想像力と深層自己説得の三つを応用するだけでよいのだ｡この三つの原則を活用できるのは根本に｢願望｣があってのことである｡

◎見えない大きな力

◎劇的な脳の働き－ニューヨーク･タイムズの論説にデューク大学のライン博士とその助手たちの研究の成果が述べられた｡｢テレパシーと透視の存在について｣
・作家のE.H.ライト氏は｢霊感｣について
◎ブレーン･ストーミングの力－心を一つにまとめる方法を発見！

会議用のテーブルにつき､問題の本質についてじっくり考え､意見を交わす｡各自思ったとおりを発表する｡参加者がお互いに心を刺激し合うと不思議なことに今まで経験したこともないような知恵が湧いてくるものだ｡…この方法を応用していくとこの成功の科学を学ぶ人なら必ず成功ノウハウを身につけることができるだろう｡

⇒第10章｢マスターマインド｣

第14章　 第六感は英知の殿堂への扉を開く
◎第六感は成功哲学の頂点－第六感は成功の原理をマスターしてはじめて体得し､理解し､活用することができる｡また､創造的想像力と関連を持つ潜在意識の一部｡アイディア､計画､思いつきなどを受け止める“受信装置”でもある｡第六感は心の中で熟成して響き渡ってくる心の振動を､瞑想によって(あるいはリラックス時に)受け止めて､はじめて理解できる｡あなたはこの第六感の助けによって､身に迫る危険を予知することもできるし､チャンスを肌で感じることもできる｡第六感の活用に磨きがかかり､あなたがその命令どおりに行動しさえすれば､あなたの｢守護神｣はいつでも英知の殿堂の扉を開けてくれるようになるのである｡

◎第六感の不思議－自然の法則､神､英知､奇跡､

◎勘や第六感を生活に活かす－突然頭に浮かび訪れる“適切な見当”のこと｡慎重さと明確な目標や願望を持った少数の人だけが､この力を使いこなしている｡この力を自由にそしてフルに活用し､その働きを理解している人が天才といわれている｡勘や第六感はインスピレーションと同様､限りある人間の意識と無限の知性を直接につなぐものである｡宗教界の言葉でいう｢天の啓示｣や技術社会における発明､発見などは､すべてこの第六感なりインスピレーションの働きによるもの

◎第六感､勘､インスピレーションはどこからくるのか

1.　無限の知性
2.　さまざまな印象や五感を通じて脳に達したものが蓄えられているあなたの潜在意識

3.　他人が持っている思考､アイディア､概念など

4.　独創的想像力

・脳が刺激を受けているときは望遠鏡で遠くを見ているような状態になる｡…頭脳の働きが刺激によって高められると､それまで日常の衣食住のことにとらわれすぎていた思考の限界が取り外されて無限大に解放される｡

・思考が高まると､創造力は解放されて自由に行動するようになる｡第六感や勘､インスピレーションが機能する道が開けるのだ｡それが､普通の状態では決して発見することのできないアイディアを生み出してくれるのである｡

◎偉大な人物によって自分を磨け－尊敬する9人の人物(エマースン､トーマス･ペイン､エジソン､ダーウィン､リンカーン､園芸家のバーバンク､ナポレオン･ボナパルト､フォード､カーネギー)を思い浮かべて真似をすることによって自己開発を行おうとした｡(見えない相談役との想像上の会議)
◎深層自己説得による性格づくり－人間は自分が考えたとおりの人間になる｡人間をつくり上げているものの一つは思考である｡そして､もう一つは願望である｡

◎想像上(自発的幻覚上)の円卓会議－数ヵ月後に彼らがイメージ､現実の姿となって現れた｡

◎第六感を呼び起こす－人間の精神状態が格別に活性化されているときに呼び起こされる｡アイディアや思考､情報を得ていた｡生命の危険､緊急事態からも奇跡的な導きによって切り抜けられた｡

◎ゆっくりと確実に進め－この偉大な力はこの本に書かれている他のノウハウを応用することによってゆっくりと身についてくるものだ｡…この章で述べているノウハウが理解できないなら､この本からは何の利益も得ることはできないだろう｡
・あらゆる成功の出発点は願望だ｡その終着点とは､自分を理解し､他人を理解し､自然の法則を理解し､幸福を認識し理解する､そういう理解力なのである｡

第15章　 強烈な本能を創造的なものに転換せよ
◎エネルギーをうまく活用する－最も強烈⇒性衝動⇒三つの建設的な役割
１.　人類の永続　　２.　健康の維持　　

３.　性衝動の転換(他のエネルギーへ)によって凡人を天才に変える

◎性衝動⇒超人的な力⇒を成功に結びつける－

１．偉大な成功を収めた人は､強い性欲の持ち主であった｡なおかつ､その性衝動をうまく転換する技術を自らの経験で学んだ人でもある｡
２．莫大な財産を築いた人や文学､産業､芸術､あるいは専門分野で名を成した人々は､何らかの形で女性の影響を受けた人々である｡
◎心の振動⇒エンスージアズム⇒創造的想像力⇒強烈な願望

⇒心を刺激する10項目

１．性衝動　　２．愛情　　

３．名声､権力､富に対する燃えるがごとき願望
４．音楽　　　５．男同士､女同士､男女同士の友情
６．二人またはそれ以上の人たちと調和のとれたマスターマインド
７．受難､迫害　　８．深層自己説得　　９．恐怖　10．麻薬と酒
◎性衝動の神秘な力－自らの心を刺激して独創的創造力を高め､素晴らしい活力を発揮できるときだけ⇒セルフ･スターターの役割

◎性的エネルギーは浪費されている－成功を遂げた著名な人々を２万５０００人以上も分析した結果､40歳以前に成功した人はほとんどいないこと｡ほとんどの成功者が50歳を過ぎてから自らのペースを把握していること､である｡
・その原因を徹底的に研究してみた結果､大多数の人々が40歳から50歳になるまで､なぜ成功できなかったのか､という根本的な原因の一つが明らかになった｡ それは大多数の人が､若いときにはセックス・エネルギーを､ただ肉体的に発散するばかりで浪費しきってしまっている､ということであった｡ 若いときには､肉体的以外のもっと重要なものに転換できるということがわからないのである｡

 ・ このことがわかってくるのは､性的エネルギー が最も激しい時期を過ぎた40歳から50歳になってからなのである｡

 ◎不惑の40歳－30歳の人は約１万1000日を､４０歳ではこれが約１万5000日生きたことになる｡

・想像力にとって､歳月は大きな見方なのだ｡このことは､４０歳になるまでに失敗したことのある人や､４０歳を過ぎて自分を老人だと思い込んでいる人に勇気を与えることだろう｡

・もしあなたがまだその年代になっていないのなら､４０代から５０代代が人生の中で最も実りある年代なのだから希望と期待を持って待つべきであろう｡

・あなたが､４０歳までは充分な仕事ができないということの証拠が欲しいというなら､アメリカで有名な成功者の記録を調べれば､そこに納得のいく証拠があるはずである｡

・どの分野でも､４０歳を過ぎるまでに想像力を充分に発揮したという人はごく少ない｡普通の人が想像力を最大限に発揮できるのは､通常､４０歳以降である｡ただし､偉大な発明､発見につながるインスピレーションは若いときにでやすい｡
・４０歳以降になると､それ以前に増して過去に蓄積されたあらゆる情報が相互に､必要に応じて結びつく確率が当然のことだが高くなる｡どんなつまらない情報でも､異質なもの同士の結びつきは､新しいものを生み出す｡

 ・アメリカの著名な実業家や銀行化の伝記は､４０代から６０代までが人間の最も生産的な年代であるという事実に満ち満ちている｡

 ・一般的に言えば､３０代から４０代は性的エネルギーの転換の方法を学び始める年代といえよう｡(学ぶ気のある人にとっては)

・たいていの場合､その転換の方法は偶然に発見されるものである｡しかし､それを発見したことに気づいていない人が多いのも事実だ｡多くの人は､３５歳から４０歳の間に成功する能力がついたようだと思っているだけで､この変化の本当の原因には気がついていないのである｡人間は３０歳から４０歳にかけて愛と性の感情が調和し始めるものであり､それを刺激剤として活用することにより､偉大な力を発揮することができるようになるのである｡

◎男は女によって動かされる－｢男が力を発揮する最大の動機は､女性を喜ばせたいという願望である｣
・文明以前､先史時代の男たちは､自分の偉大さを女性にアピールするためにこぞって猟をしていた｡現代のハンターたちは美しいドレスや自動車や富を持ち帰っている｡女性を喜ばせるためである｡昔も今も男性の本質は少しも変わっていないのである｡

・男性が莫大な富を気づいたり､地位や名声を得ようとしているのは､女性を喜ばせようとする願望が最大の原因なのである｡というのは､男性の生涯から女性を取り上げてしまうと､莫大な富も無意味になってくる｡女性を喜ばせるということは男性本来の願望である｡男性を生かすも殺すも女性次第だといえよう｡

・こうした男性の本質を理解し上手に付き合える女性は､他の女性との競争に恐れを抱く必要はない｡男性は､男の社会では巨人になることもできるが､好きな女性には簡単に操られてしまうものなのだ｡しかし､だからといって､多くの男性は女性に操られているということを認めようとはしないものである｡それは強者でありたいと思うのが男性の本質だからである｡このような男性の本質を認識している聡明な女性は､自分が男性を操っていることをおくびにも出さないものである｡男性の中には､妻や恋人や母親､姉妹など女性の影響を受けていることを知っている人もいる｡

・だが､彼らはあえてそれを否定しようとはしない｡というのは､女性の影響なしに､いかなる男性も幸福にはなれないのだということを､よく知っているからである｡この重要な真実を認識しない男性は､成功を勝ち取るための素晴らしい力を､自ら捨て去ってしまうのである｡

 第16章　 失敗も生き物である
◎失敗は形を変えた恩恵と思え－失敗は形を変えた恩恵であることが多い｡予定通りに運んだら厄介なことや完全な身の破滅にさえなりかねなかった目標から､引き返させることがあるからだ｡失敗によって新しい機会への扉がひらかれ､試行錯誤をしながら､人生での現実に役立つ知識が得られるのである｡失敗は､その方法がふさわしくないことを明らかにしてくれたり､高慢な人間の思い上がりを諭したりすることが多い｡
・トーマス・エジソンの最初の大きな挫折は､教師に､この子は教育するに値しない､という両親宛の手紙を持たされて､学校から家へ帰されたことである｡エジソンには大きなショックであったが､このために彼は独学で教養を身につけ､真に偉大発明家になれた｡

・また､エジソンは片方の耳が不自由で､これを大きなハンディと思う人もいるだろうが､彼は第六感を使って｢心の耳｣で｢内なる声｣を聞く能力を発達させ､これを克服した｡彼が発明という事業で､あれほど多くの自然界の秘密を探り当てたのは､おそらくはこの力に負うところが大きい｡

・私は幼い時に母を失ったが､まったく逆の結果になった｡なき母に代わって､二人目の母が大きな影響を与えてくれたのである｡

・私が何かの人のためになる仕事につこうということにあまり抵抗がなかったのは､彼女の積極的な生き方に深く感化されたためだ｡おかげで私は多くの人々から感謝されたが､他の職業ではこれほど人の役には立てなかっただろう｡

 ・私も大損害を受けたと思ったことがある｡億万長者の大叔父がなくなったとき､私には遺産を分けてくれなかったのである｡けれども後になって､私を相続者から除いた大叔父の意思をありがたく思うようになった｡私は自分自身の力で､自分から積極的に貧乏から抜け出す必要に迫られたからだ｡さらに､それが貧乏を克服する方法を多くの人たちに教えることを学ばせたからである｡

◎失敗したら､失敗を分析することだ－どんな失敗にもそれに見合った利益の種子が含まれているという､深い真理に行き当たるはずである｡失敗には種子が含まれている､ということに過ぎない｡それを見つけ出し､目を出させ､豊かに実を結ばせるには､人それぞれが目的を明確に持って積極的に想像力を働かさなければならない｡

・フランクリン・D・ルーズベルトは､補助具を使って立ち向かおうと､断固とした決意をした｡そして不自由な足にもかかわらず､彼は立派な業績を上げた｡苦難に対する彼の心の姿勢が､不自由を最小限に抑えたのである｡

・エイブラハム・リンカーンは商店経営に失敗し､測量士､軍人､さらに弁護士としてもうまく行かず､才能を別の方向に転じた｡そして､合衆国史上最も偉大な大統領となったのである｡

・私は雑誌記者などの仕事を始めたての若いころに､２０回以上もの大きな失敗を重ねた｡この失敗が私に進路を変えさせ､最終的に私が最も人の役に立てるような分野へと導いたのである｡

 ・クラレンス・ソーンダースは店員として失敗したことから､セルフサービスの食料品店､ピグリー・ウィグリー方式と呼ばれ､今ではアメリカ中に展開しているセルフサービス店のさきがけとなった｡

・肉体の健康が損なわれると､人間の注意力は肉体から頭脳へと移ることが多く､その結果､肉体の真の支配者､つまり心の存在と出会う｡そして､健康のままでいたら､まず気づかなかった可能性が大きく広がるのである｡

 ・ウィスコンシン州フォートアトキンスンのマロイ・C・ジョーンズは､農業でやっと暮らしを支えていたが､あるとき突然､麻痺に襲われて全身の自由が奪われてしまった｡そのとき彼は､こうした苦難な状況ならではの発見をしたのだ｡身体は使えなくとも､自分の望みや望みを実現しようという意欲がある限り､目的は達成できる｡これが彼の発見である｡彼の意欲は仔豚の肉でソーセージを作るというアイディアにつながった｡｢仔豚ソーセージ｣というその製品は､彼を億万長者にしてしまった｡額に汗して暮らしを立てるという､それまでのやり方を打ち壊した｡これは自分の脳力に気づかせ､脳力は腕力よりもはるかに勝ることを教えるためだったのだ｡まことに､自然は奪うだけではないのだ｡

◎｢失敗｣が演出する人間模様－大多数の人は､最初の失敗のきざしが見えただけで､まだ完全に失敗してもいないうちから希望を捨て､すっかり諦めてしまう｡たった一度失敗しただけで､投げ出してしまうのだ｡しかし指導者になる資質を持った人は､失敗に屈することなく､さらに努力しようと自分を励ますのである｡自分の失敗を観察することだ｡そうすれば自分が指導性を発揮できる人間かどうか､わかるはずである｡

・ある仕事に３度失敗し､それでも諦めないなら､あなたはその道での指導者になれる可能性があると思ってよいだろう｡

・10回以上失敗して､なお努力を続けられれば､あなたの心には天才が芽生え始めている｡

・自然は災いを振りかけて人を打ち倒すことがあるが､それは起き上がって再び戦うのは誰なのかを探るためであろう｡この試験に合格した人が､指導者として人類にとって重要な仕事をするよう選ばれ､運命付けられている｡

 ・この次に失敗したら､あらゆる失敗や災いには､必ずそれに見合った利益の種子が含まれているのだということを思いおしていただきたい｡そして､その種子の発見に全力を傾け､その種子が芽を出すように行動を起こすのだ｡そうすれば､どのような現実であれ､失敗として受け止めない限り､失敗はこの世にはないことがわかるはずだ｡マロイ・C・ジョーンズの例

◎勝利者は断じてあきらめない－生まれてから死ぬまで､人生は挑戦の連続である｡｢勝利者は断じてあきらめない｡あきらめる者に勝利はない｣

・こつこつと励む人が成功するのは､宇宙の摂理に従い､自分を適応させていくからである｡失敗に対しても自然が賠償してくれる｡｢できるわけがない｣という人は､自然の法則を学ばない人である｡

・どういった経験をしようが､失敗ではないのだ｡自分で失敗と認めるから失敗なのである｡それを失敗とか何とか呼べるのは､当の経験者だけの権限だということだ｡他人がとやかく言うのを許してはならない｡⇒失敗を招く五四の原因へ

第17章　 悲しみを通して魂にいたれ
◎悲しみは愛情に似ている－悲しみは魂にとっての薬である｡悲しみを知らないために､魂の存在にまったく気づいていない人も多い｡

悲しみは愛情－すべての感情の中で最高のもの－に大変よく似ている｡災難⇒悲しみが人々を友情の絆で結ぶ｡

悲しみは貧苦をやわらげ､心を清める！

悲しみは自分自身の心の内側を見つめさせる｡

◎悲しみの大学－50歳で卒業⇒自身の離婚と再婚
◎あなたの支配者はあなたしかいない－そんな私がどうして世界でも類のない実践的成功ノウハウを世に問う巡り合わせになったのか､不思議に思われるに違いない｡私自身､今でも首をかしげている｡しかし､賢者はこう言っている｡
｢神は不思議なやり方で不思議を成し遂げる｣と｡
子供の時の悲しい体験は､他人の悲しみを軽くしたいという熱望にもなった｡この熱意は強く､衰えることがなかった｡そのために私は､成功と失敗の原因を探るという､何の得にもならない研究を20年以上も続けることになってしまった｡
・子供の私に悲しい思いをさせたのは､もしかすると私を世の中に役立つように仕向ける深謀だったのかもしれない｡
◎悲しみは正当に評価しよう－悲しみを正当に評価することを一度学んでおけば､いつ悲しみに出会っても､その悲しみが持っている利益に気づくはずだ｡⇒悲しみを恩恵として受け止めなければならない｡⇒自分より深い悲しみを持った人を見つける｡

・心の平和は自然の法則を正しく理解し､正しく反応する人だけに与えられる｡
第18章　 不安という七つの亡霊
◎３つの敵を一掃せよ！－優柔不断､疑惑､不安

◎７つの基本的な不安

それらが同時に混じり合うか､

あるいは別々に混じり合って人間を苦しめているのである｡
1.　貧困に対する不安
2　.批判を受けることに対する不安
3.　病気に対する不安　　(1～3→すべての心配事の底流にある)
4.　失恋に対する不安
5.　自由を失うことに対する不安
6.　老いに対する不安
7.　死に対する不安
・心のヒラメキ⇒創造力

・すべての､思考は､それを現実化する力を持っている

◎貧困に対する不安

◎最も破壊的な不安－貧困ほど､人々に苦しみをもたらすものはほかにはない｡これを経験した人々だけがこの言葉の意味を理解できるだろう｡人々が貧困を恐れるのは無理もないことだ｡
◎病気に対する不安

◎失恋に対する不安

◎自由を失うことに対する不安

◎老いに対する不安－若年寄､年のせいにする､遠慮

◎死に対する不安－不健康､貧困､失業､失恋､精神の錯乱､特定宗教への狂信など

◎破壊的思考による不安－伝染する
◎悪魔の仕事場－伝染性否定思考
◎完全にコントロールできる一つのこと

・あなたは､たった１つのことを除いて､すべてをコントロールされている｡たった１つのこととは､｢思考｣である｡
人類が知り得る事実の中で､これほど重要なものがほかにあるだろうか！天から与えられた特権によって､私たちは自分の運命を定めることができるのだ｡
・心のコントロールができるかどうかは､自己訓練と習慣によって決まる｡
・あなたが心をコントロールするのか､心があなたをコントロールするのか､そのどちらかなのだ｡どっちつかずということはあり得ない｡
・心をコントロールする最も具体的な方法は､明確な計画に裏付けられた目標の中に自分を没頭させることである｡
・有名な成功者の記録を研究してみると､その人は必ず自分の心をコントロールしていたことがわかる｡そのうえ､自分の目標に向かってまっしぐらに進んでいたこともわかる｡心のコントロールなしには､成功は不可能なのである｡
◎54の有名な言い訳

p.521　プラトンの言葉　言い訳を自分にしてはならない
｢最初で最高の勝利とは､自分自身を征服することである｡自分に征服されることは､最も恥ずかしく､卑しむべきことである｡｣

■思考を現実化するために
▼思考を現実化するため､モティベーションを持続させる

▼歴史と実績に裏づけされた成功プログラム

▼人生の勝利者になるために


【願望実現の為の6か条】
１．実現したいと思う願望を「はっきり」させる
２．実現したいと望むものを得る為に、かわりに何を差し出すのか？を決める
３．実現したいと思っている願望の最終期限を決める
４．願望実現の為の詳細な計画を立てる
５．実現したい願望、代償、最終期限、詳細な計画、４つを紙に詳しく書く
６．紙に書いた宣言を起床直後と就寝直前に、大声で読み上げ、願望が実現したものと、自分に信じ込ませる
ラルフ・ワルド・エマーソン のエッセイより(P442～443引用)
｢私たちの強さは､私たちの弱さから生まれる｣

｢私たちは突かれ､刺され､打たれて痛んだとき､初めて心の奥底に潜ませてあった力で武装された怒りに目覚めるのだ｡偉大な人は自ら進んで小さい者になろうとする｡優位な立場という安楽椅子に座っていれば眠くなる｡押されたり､苦しめられたり､負けたりするときにこそ､何かを学ぶチャンスがようやく訪れるのだ｡

　自分の知恵を使わなければならないし､自分の持つ本来の力を発揮しなければならない｡こうして真実を知り､自分の無知を知るのだ｡自惚(うぬぼ)れという狂気も治り､控えめになったり､真の心の技術を身につけるようになる｡賢人は常に自分を攻撃する者たちの側に身を投じる｡自分の弱点を知るということは､敵よりも自分にとって利益のあることである｡傷は癒えて､かさぶたのように自分の身からはがれていく｡そして攻撃する相手が勝ち誇ろうとするときは､すでに自分は見事な変身を遂げ不死身となって彼らを追い抜いているのだ｡

　非難は賛辞より安全である｡私は新聞で支持されるのを嫌う｡　　私に関して言われていることがすべて私を非難するものであれば､私はこれで成功間違いなしという確信を得る｡しかし､蜜のような賞賛の言葉が私のために語られると､とたんに私は､敵の前で無防備で横たわっているように感じる｡｣

自信を育む公式
1.　私は人生の明確な願望・目標を達成できるだけの能力を持っている｡従って私はどんなことがあっても忍耐強くそれを追求していく｡このことを私は自分自身に対して約束する｡

2.　心の中で強く願えば､それはいつの日か必ず実現することを私は確信している｡だから毎日30分､私がこのようになりたいと思う自分の姿を心の中で鮮明に､そして具体的に想像する｡

3.　深層自己説得の素晴らしい威力を私は知っている｡だから､毎日10分間､私はリラックスして自信を養うための深層自己説得を行う｡

4.　私は自分の願望・目標をはっきりと紙に書き出した｡私はそれを達成するまで､どんなことがあっても決してあきらめないことを誓う｡

5.　いかなる富も地位も､それが真実と信義に基づくものでなければ､長続きしない｡

6.　私は真実と信義を重んじる｡人々の利益にならないことは決してしない｡人は誰でもほかの人々の協力により成功を勝ち取ることができることを私は知っている｡だから私は､まず人々に対して奉仕することを私の使命とする｡

7.　私は憎しみ､嫉妬､利己的な心､これらをすべて排除し､思いやりと誠実な心で人々に接する｡私は自分を愛するのと同じように他人を愛する｡

私は以上の公式に署名し､この公式を暗記し､毎日復唱する｡そしてわたしはこの公式が私の考え方､私の行動に影響を与え､成功を収めることができると確信する｡

　　署　　　名

深層自己説得の力を効果的に発揮させる方法

１．誰にも邪魔されない、静かな場所を選ぶ。
　　さしずめ就寝前のベッドの中でもよい。
　　目を閉じて、あなたが貯めたいと思っている金額と、
　　いつまでに貯めるのかについて書いたものを
　　読み上げる。自分で自分の声を聞くことになる。
　　そうして、すでにお金を手にした自分の姿を
　　心に描く。

　　たとえば、今から五年後の１月１日までに、
　　セールスパーソンとして一億円を貯めたい
　　と決意したとしよう。あなたが作る宣言文は
　　次のようなものになるはずだ。
　「□□□□年□月□日までに私は一億円を
　　手に入れます。この金が五年の間に
　　だんだん貯まってきます。
　　私はこの金を貯めるために、最善を尽くす
　　覚悟をしています。

　　［具体的な仕事の内容を書く］。

　　私はこの金を手に入れることを確信しています。
　　私は確固とした信念を持っています。
　　ですから、その金は手でさわることができるほど、
　　はっきりと心に描くことができます。」

２．あなたが貯めようとする金額が目に見えてくるまで、
　　つまりこの暗示の言葉が心の中で本当に
　　自分のものになるまで、毎朝、毎晩繰り返す。

３．その宣言文はよく見える場所に貼っておく。
　　夜寝る前に読み、朝起きたらすぐ読む。　

実践的な計画作りに必要な4つの原則
願望実現のための詳細な計画を立てる！
1、世のためになることや事業を興すために、計画を実行するにあたって、必要な人材をできるだけ多く集め、グループを形成すること。これをマスターマインドという。

2、マスターマインドを構成する前に、その人たちにどのような報酬を支払えるか決めておかなければならない。
この報酬は、必ずしも金銭でなくても良い

3、これらのマスターマインドとは、少なくても週に2回以上は会うように決めておくこと。
回数は多ければ多いほど良い。計画が完全に達成するまでこれを続けること。

4、自分自身とマスターマインドの一人ひとりと完全な和を保つようにする。
お互いに心が通わないと、計画は途中で失敗する可能性がある。
マスターマインドと呼ばれるための条件は、全員の心が完全に結ばれているところにある。
あなたに合ったビジネスがあなたを成功に導く

①あなたが望んでいるビジネスを｢はっきり決める｣こと｡
そのような仕事がなければ､自分で創出すればよい｡

②就職しようと思う会社を決定する｡

③希望する会社自体の将来性､またその会社が営んでいるビジネスの将来性について調査する｡

④あなたの才能や性格を分析して､｢自分は何ができるか｣ということを明確にしておく｡そして､直接あなた自身の成功に結びつく積極性(やる気)､努力､アイディアなどをどう働かせるべきかを考え､ノートにとっておくこと｡

⑤ここまできたら､もう仕事のことなど忘れることだ｡門は開かれた｡｢私に仕事をくれませんか｣などという消極的なことをいうことも止めよう｡ただ自分には｢何ができるのか｣ということに集中すればよい｡
⑥自分を売り込む計画が心に浮かんだら､それを詳細にわたってわかりやすい文章にしよう｡その文章は｢私はこのような希望を持ち､それを達成するための意欲と必ず達成する自信を持っている｣という内容になるだろう｡
⑦その文章を整理したものを先方の担当者に渡して､あとはすべてを任すのがいい｡どの会社でもアイディアや努力によって利益をもたらしてくれる人材を求めているのだ｡どの会社でも､会社を発展させてくれるような人材のための”席”を用意しているものだ｡
したがって､あなたの売り込みの文章は必ず真剣に検討されるはずである｡
このウィーク・ポイントを乗り越えよう

1.　自分が何を望んでいるのかわからず､説明もできないこと｡ 

2.　理由があろうとなかろうと仕事を翌日に延ばすこと(もっともらしい言い訳をつけて)｡ 

3.　知識欲､勉強意欲が欠けていること｡ 

4.　優柔不断｡いつも正面から対決することを避け､すべてにわたって責任転嫁をすること(これにももっともらしい言い訳がある)｡ 

5.　明確な行動を立てることをせず､口実をつくっては言い逃れをすること｡ 

6.　自己満足｡この病気は治しようがない｡この病気にかかっている人には､明日への希望はない｡ 

7.　無関心｡問題が生じたときに､直面して闘おうとはせず､すぐ安易に妥協しようとする､その態度の根本にあるのはこの無関心である｡ 

8.　他人の失敗は厳しく責め立てるが､自分の失敗はなかなか認めようとしない｡ 

9.　動機づけをしなかったことからくる熱意の弱さ｡またその弱さを原因とする怠け癖｡ 

10.　最初の失敗で簡単に挫けてしまうこと｡ 

11.　ずさんな計画｡目標や願望を紙に書こうとしないため､分析も反省もできない｡ 

12.　目の前にアイディアがひらめいても､チャンスが現れても､手を伸ばしてつかまえようとしない怠惰な性格｡ 

13.　夢想するだけで何もしないこと｡ 

14.　豊かになるために苦労するくらいなら貧乏のままでもいいという態度｡このような人は｢こうなりたい｣｢こうしたい｣｢これが欲しい｣という強い意識が欠けているのだ｡ 

15.　自ら汗を流そうとはせず､ギャンブルや投機などで近道を探して儲けようとすること｡ 

16　批判を気にする｡他人の考えや行動､発言が気になり､批判されることばかりを恐れる結果､行動を起こさない｡これはこのリストの中でも最大の敵である｡なぜなら､これは目には見えないが､誰もが潜在意識の中に持っているものだからだ｡ 

自己分析のための質問
1. 今年の目標は完全に達成できたか？　(人生の最大目標を達成するために､その中間期としての1年間の計画を立て､それを現実に実行していかなければならない) 
2. 常に最善を尽くしたか？　昨年より少しでも進歩したのであろうか？ 
3. 可能な限り最大限のサービスを人々に提供したか？ 
4. 常に協調性を持ってビジネスをし､あるいは人生を送ってきたか？ 
5. ものごとを一日延ばしにしてはこなかったか？　もし､したとしたら､それはどのようなことに対してか？ 
6. 自分がマイナスだと思っている性格を改善することができたか？　できたとしたら､それはどのような性格をどのような方法で改善したのか？ 
7. 計画どおり最後まで忍耐強く実行できたか？ 
8. どのようなときでも､速やかに的確に判断を下すことができたか？ 
9. 6つの恐怖にとらわれることによって､仕事の効率を下げはしなかったか？ 
10. 用心深くしすぎたり､また不用心なことはなかったか？ 
11. 同僚との関係が良好でビジネスがうまくいったか？　うまくいかなかった場合には､自分に一部または全部の責任があると思うか？ 
12. 集中力が欠けていたために､エネルギーを浪費することはなかったか？ 
13. 人の過ちを､寛容な心で許すことができたか？ 
14. 能力の向上をはかったか？　はかった場合､そのような脳力が進歩したと思うか？ 
15. 不摂生なことはしなかったか？ 
16. 公然と､あるいはひそかに利己主義的なことはしなかったか？ 
17. 日常の態度は､人々の尊敬を集めるものであったか？ 
18. 常に正確な分析に基づいて決断することなく､独断や私見を相手に押しつけたことはなかったか？ 
19. 時間､収入､支出などの配分は予定どおりに管理できたか？ 
20. 無駄だったと思う時間はあったか？　それは年間何％くらいだと思うか？ 
21. 来年はもっと発展するために､時間の使い方を工夫するつもりはあるか？　そのためには習慣をどう変えればよいか？ 
22. 良心にもとるような行動をとったことはなかったか？ 
23. 自分の報酬以上のサービスを提供することができたか？ 
24. 誰かに対して不公正な態度をとったことはなかったか？　もしあるいなら､どのようなことか？ 
25. もし自分が自分の雇用者だとしたら､自分の仕事ぶりに満足したであろうか？ 
26. 自分は自分に適した仕事をしているか？　もしそうでないなら､何が原因で､なぜ適していないのか？ 
27. 自分に報酬を払ってくれた人は､自分の仕事ぶりに満足したであろうか？　満足していないとしたら､どの点か？
28. 現在の自分はどのくらい成功しているだろうか？ 

【自己変革のための自己分析表】
1　｢あなたはときどき『気分が悪い』と訴えることがありますか？　あれば､その本当の原因は何ですか？｣
2　｢ほんのささいなことでも他人の欠点がよく目につきますか？｣
3　｢仕事でよくミスをしますか？　もしそうなら､その原因は何ですか？｣
4　｢あなたの話し方は皮肉ぽかったり､攻撃的ではありませんか？｣
5　｢人と会うのが面倒だと思うことはありませんか？　もしそうなら､それはなぜですか？｣
6　｢胃の調子が悪いと悩むことはありませんか？　もしそうなら､その原因は何ですか？｣
7　｢人生が無駄だと感じたり､将来に希望がもてないということはありませんか？｣
8　｢仕事が嫌になることはありませんか？　もしそうなら､どんな時に嫌になりますか？｣
9　｢ときどき自分を哀れに思うことがありますか？　もしあれば､それはどんなときですか？｣
10　｢ライバルに嫉妬を感じることがありますか？｣
11　｢成功について考えることと､失敗について考えるのとどちらが多いと思いますか？｣
12　｢年齢とともに自信が増してきましたか？　それとも自信を失いましたか？｣
13　｢失敗の経験から価値ある何かを学んだことがありますか？｣
14　｢親類や知人に迷惑をかけていることはありませんか？　もしあるなら､それはどん事ですか？｣
15　｢心が弱気になったり､意気消沈したりすることがありますか？｣
16　｢あなたに最も大きな影響を与えている人は誰ですか？　それはどんな影響ですか？｣
17　｢あなたは避けることができるにもかかわらず､否定的な影響を受け入れてしまうことがありますか？｣
18　｢服装に無頓着な方ですか？　もしそうなら､なぜですか？｣
19　｢自分を忙しくすることによって“悩みを追い出す”方法を使っていますか？｣
20　｢依頼心をもってしまった時､自分を“優柔不断な弱者”と呼ぶことができますか？｣
21　｢あなたは､自分の機嫌を悪くさせたり､怒りっぽくなっている心を洗い落とすのを怠っていますか？｣
22　｢今､何かで悩んでいますか？　もしそうなら､それは何ですか？　そしてそれは悩んでいれば､解決すると思いますか？｣
23　｢アルコールやタバコや睡眠剤で悩みをごまかそうとすることはありませんか？｣
24　｢誰かあなたに“ガミガミ”言う人がありますか？　もしあるなら､何が原因だと思いますか？｣
25　｢あなたは明確な最終目標をもっていますか？　もしあるなら､それはどんな目標ですか？　またそれを達成するための具体的な計画がありますか？｣
26　｢７つの恐怖(貧困になるのでは？／批判を受けるのでは？／病気になるのでは？／失恋するのでは？／自由を失うのでは？／老けるのでは？／死ぬのでは？)のどれかに怯えていましたか？　もしそうなら､それはどれですか？｣
27　｢他人の破壊的な影響を受けないように身を護る方法をもっていますか？｣
28　｢自己暗示の力を使って､心を強くしようと努力していますか？｣
29　｢物質的財産と､思考のコントロール能力とどちらの方が価値があると思いますか？｣
30　｢他人の意見に簡単に従ってしまう方ですか？｣
31　｢あなたの知識の貯蔵庫は価値ある情報で詰まっていますか？｣
32　｢不幸に直面する勇気がありますか？　あるいは責任回避をしてしまいますか？｣
33　｢失敗や欠点を冷静にねばり強く分析することができますか？｣
34　｢あなたの弱点を３つあげることができますか？　どうすればそれを改善できると思いますか？｣
35　｢他人の同情を求めるための言動をすることがありますか？｣
36　｢日常の生活の中からあなたの成長に役立つ何かを取り入れていますか？｣
37　｢あなたの存在はまわりの人々に否定的な影響を与えていますか？｣
38　｢まわりの人々がもっている癖で､あなたが最も毛嫌いしているものは何ですか？｣
39　｢あなたは自分の考え､自分の意見をもっていますか？　あるいは他人の意見を受け売りしたりすることが多いことはありませんか？｣
40　｢心を常に平静に保つための努力をしていますか？｣
41　｢仕事に信念と希望がもてますか？｣
42　｢恐怖に打ち勝つ精神力を意識的に築こうとしていますか？｣
43　｢宗教はあなたにどんな役に立っていますか？｣
44　｢他人の悩みも引き受けてやろうとすることがありますか？　もしあるなら､なぜそうしようと思うのですか？｣
45　｢あなたの友人たちは､あなたのどんなところに魅力を感じていると思いますか？｣
46　｢親しい人が原因で不幸になったことはありませんか？｣
47　｢親しい人が結果的にあなたの足を引っ張っていることはありませんか？｣
48　｢あなたは有益な人物と有害な人物を何を基準にして見分けていますか？｣
49　｢あなたの最も親しくしている人は､精神的にあなたより上ですか､下ですか？｣
50　｢次のことについて､１日にどの程度の時間を使っていると思いますか？｣
　Ａ　仕事　　　Ｂ　睡眠　　Ｃ　遊びとくつろぎ　　　　　　
　Ｄ　有益な知識の収集　　　Ｅ　浪費
51　｢知人の中から次に当てはまる人物の名前を思い出して下さい｡｣
　　　　Ａ　あなたに勇気を与えてくれる人物は？
　　　　Ｂ　あなたが最も警戒している人物は？
　　　　Ｃ　常にあなたの足を引っ張る人物は？
52　｢あなたが今直面している最も大きな問題は何ですか？｣
53　｢他人から適切な忠告や助言を与えられたとき､素直にそれを受けいれることができますか？｣
54　｢あなたの最大の願望は何ですか？　そのためにほかのすべての楽しみを犠牲にすると思いますか？　その覚悟がありますか？　またその願望達成のために１日にどれ位の時間を使っていますか？｣
55　｢あなたはよく気の変わる方ですか？　もしそうなら､その原因は何だと思いますか？｣
56　｢あなたは何事でも最後までやり抜く方ですか？｣
57　｢あなたは肩書きや学歴や勤務先などで人を判断する方ですか？｣
58　｢あなたは他人があなたのことをどう思っているかがとても気になる方ですか？｣
59　｢社会的地位が高いとか､お金持ちだとかいうのが理由で､その人に近づこうとすることがありますか？｣
60　｢あなたが最も偉大だと思う実在の人物は誰ですか？　その人はあなたよりどんな点が優れていますか？｣
61　｢今までの質問を分析し､正確に答えるのに何時間かかりましたか？｣
リーダーになるための11の重要な条件

①ゆるぎない勇気を持っていること
②セルフ・コントロールの能力を持っていること｡
③強い正義感を持っているころ
④強固な決断力を持っていること
⑤計画性を持っていること
⑥報酬以上の仕事をする習慣を持っていること
⑦明るい性格を持っていること　　　
⑧思いやりと理解を持っていること　⑨詳細を認知していること
⑩責任感を持っていること　　　　　⑪協調性があること

リーダーが失敗する10大原因
①精密な思考に欠けること
②つまらない仕事をしたくないという気持ちを持つこと
③行動よりも知識を大切にしすぎること
④部下の挑戦を恐れること(→自分にとって特に注意)
⑤想像力が欠如していること　　　

⑥利己主義者
⑦過激な性格　　⑧不誠実　　⑨特権の乱用　　⑩地位の誇示
失敗を招く30の原因

あなたはこのリストを読み､一項目ずつあなた自身をチェックしていただきたい｡
それによって､あなたと成功の間に立ちはだかっているマイナス要因がいくつかあるかを調べてほしい｡
一つでも該当するものがあったら､それと闘い､勝利を得ることだ｡
１　遺伝的欠陥　２　明確な人生目標の欠如　　３　向上心の欠如
４　教育の不足　５　自己訓練の欠如　　　　　６　病気
７　幼少のころの不幸な環境による影響　　８　一日延ばしの傾向
９　忍耐力の欠如　　10　否定的な性格　　11　過剰な性欲
12　ギャンブル好き　13　優柔不断　　14　六つの基本的な恐怖
15　誤った配偶者の選択　16　過度の用心深さ
17　マスターマインドの失敗　18　迷信と偏見　

19　職業選択の誤り　20　集中力の欠如　21　浪費癖
22　熱意の欠如　　23　狭量　24　不摂生　25　協調性の欠如
26　努力なしで得た富(相続によって得た富など)27　虚言症
28　利己主義と虚栄心　29　当て推量　30　資金不足　31その他
決断を妨げる要因
1.　感情の喪失 　　　　　　　2.　無関心 　
3　問題解決のために優先順位をつける､ということに関してその価値を知らないこと 

4.　低い自尊心 　　　　　　　5.　絶望と抑鬱 

6.　現実を極端に離れて肥大化させた｢理想的自己像｣ 

7.　自己否定､不適切な｢他人への依存｣､人に好かれたいと思う強迫観念 

8.　尊敬されたいと思い､見栄を張ること 9.　完全主義､理想主義 10.　さらに良いものが現れるという確信 

11.　自分の想像の中で育てられたものに､とらわれること 

12.　｢もし失敗したら｣と考え､惨めになることを恐れること 

13.　自分に対して過剰な要求をすること　

14.　何を解決したらよいかわからないこと 

15.　時間がない､という幻想にとらわれること 

16.　判断力が低下していること 17.　精神統一ができないこと
性衝動⇒超人的な力⇒を成功に結びつけた人々
・ジョージ・ワシントン(米国初代大統領｡１７３２～１７９９)

・トーマス・ジェファースン(有名な｢独立宣言｣の起草者｡米国第三代大統領｡１７４３～１８２６)

・ナポレオン・ボナバルト(ナポレオン三世｡１８０８～１８７３)

・エルバート・ハバート(多才な米国の文筆家､編集者､出版人｡１８５６～１９１５)

・ウィルアム・シェークスピア(イギリスの詩人･劇作家｡１５６４～１６１６)

・エルバート・Ｈ・ゲリー(ＵＳスチール社会長｡１８４６～１９２７)

・エイプラハム・リンカーン〔(人民の､人民のための政治)を唱えた米国第十六代大統領)１８０９～１８６５〕

・ウッドロー・ウィルスン(米国第二十八代大統領｡対独宣戦布告｡１８５６～１９２４)

・J・H・パタースン(米国ナショナル・キャッシュ・レジスター社のオーナー｡１８４４～１９２２)

・ロバート・バーンズ(英国スコットランドの天才詩人｡１７５９～１７９６)

・アンドリュー・ジャクスン(オールド・ヒッコリーと呼ばれた米国第七代大統領｡１７６７～１８４５)

・エンリコ・カルーソー(世界のテナーといわれたイタリアのテノール歌手｡１８７３～１９２１)

貧困の不安の兆候

１．無関心
・一般には､｢大志の欠如｣とか｢貧困を受け入れる寛容｣などと言われているものである｡
・このようなあてがいぶちの生活こそが､無抵抗主義や精神的・肉体的に怠惰な人間をつくってしまう｡
・自発心や想像力の欠如､情熱や自律心までもなくしてしまう｡
２．決断力の欠如
・自分で考えるべきことまでも､他人をアテにすることを言う｡いわゆる｢風見鶏｣のことだ｡
３．猜疑心
・自分の失敗に対して言い訳をしたり､弁解したりする習慣のことである｡多くの場合､これは成功者に対する悪口や批判として使われている｡
４．苦労症
・他人のアラ探しをすること､収入以上の浪費をすること､しかめっ面をしたり､眉をひそめるといった表情を顔に出すこと､ときには酒びたりになり､麻薬に走ることもある｡神経質になったり､バランス感覚が欠落する｡
５．過敏症
・どんな状況でも否定的な面だけしか見ないという習慣を言う｡
・考えることも話すことも､成功の可能性についてではなく失敗の可能性についてだけだ｡
・失敗の道ばかり探していて､それを避ける道を探そうとしない｡
また､どんな場合でも｢時を待つ｣ばかりで､最後まで行動を起こそうとはしない｡
・失敗者の例はよく覚えているものの､成功者のことは忘れ去っている｡ドーナツの穴ばかり見つめて､ドーナツ全体を見ようともしないのだ｡
・悲観主義者なのだ｡悪癖などを誘発する｡
６．一日延ばし
・一年前にもできたことを明日に延ばそうとする悪い癖だ｡
・四六時中､言い訳や弁解のことばかり考えている｡この兆候は､過敏症や猜疑心､苦労症と密接な関係がありそうだ｡責任を回避しようとして逃げ回る｡
・簡単に妥協してしまう｡困難に出遭うとすぐ挫折してしまう｡決してそれと対決しようとしない｡
・自分をたった一ペニーで安売りしてしまい､財産も富も幸福までも放棄してしまう｡困難を克服しようとしないで､逃げ道ばかり考えるようになる｡
・自信をなくし､目標を不明確にし､自律心､ヤル気､情熱､希望をなくし､理論的な思考力をなくしてしまう｡
・富は望まず､貧乏でいいのだと自分に言い聞かせている｡
・成功した人と付き合おうとはせず､落伍者とだけ仲間になろうとする｡

批判を受けることの不安の兆候
1.　臆病
　神経質になってオドオドした話し方をし､人と会うのをためらう｡
　それは手足の動きにも現れ､視線が落ち着かない｡
2.　落ち着きのなさ
　声に張りがなく､他人の前では神経質になる｡
　姿勢が悪くなり､記憶が正確でなくなる｡
3.　個性の欠如
　決断力が欠落し､人間的魅力が失せる｡
　自分の意見を堂々と発表できなくなる｡
　物事に正面から対決しようとはせず､安易な道を探しにかかる｡
　他人の意見を聞こうとはしないくせに､すぐ同意する｡
4.　劣等感
劣等感を補おうとして､口からでまかせを言ったり､勝手な行動　　　　をする｡
　他人から注目を集めたいばかりに､ホラを吹く｡
　そして､たいていの場合､そのホラの意味を知らないのだ｡他人の服装や話し方や動作などを真似たがる｡空想上の成功を吹聴する｡うわべだけの優越感を保とうとする｡
5.　消費
収入以上の金を使って､見栄を張ろうとする｡
6.　指導性の欠如
自分の意見を発表することを恐れて､自己主張の機会を失ってしまう｡
自分の考えに自信が持てない｡上司から質問を受けると､それに正しく答えようとはせず､逃げようとする｡
　動作や話し方にためらいがあり､言葉や行動にごまかしがある｡
7.　大志の欠落
精神的にも肉体的にも､怠けがちになる｡
自己主張が欠落しているため､決断が遅くなる｡
　他人からの感化を受けやすくなる｡他人には表面でお上手を言い､陰にまわって中傷をする｡
　人々の反対に出会うとすぐに自説を曲げ､敗北を認めてしまう｡理由もなく人を疑う｡
動作や話し方から機敏さが欠落し､失敗に対する責任をとろうとはしない｡
　何か新しいことをしようとするとき､批判は必ずついてまわるものだ｡しかし､批判者が何を言おうと､また何を思おうと､あなたの目的が｢成功の定義｣にかなうものであるならば､それらに惑わされることなく､強い決意を持って前進しなければならない｡
　それでこそ､あなたはあなたの人生を生きていることになる｡　
病気に対する不安の兆侯
1． 深層自己説得　－　自己暗示想像止の病気
2． 神経症　　　　
3． 運動
4． 感受性
5． 自己溺愛
6． 不摂生
失恋に対する不安の兆侯
1． 嫉妬心

2． アラ探し
3． ギャンブル
失敗を招く54の原因
1　明確な計画や目的を持たないため､状況に流されやすい｡

2　先天的かつ重篤な体の障害がある｡(ただし､８参照)

3　他人のことを干渉しすぎる｡

4　生涯目標となる大きな目的を持っていない｡

5　十分な学校教育を受けていない｡

6　自己修養にかける｡一般に､暴飲暴食､性的耽溺､自己発達の機会に対する無関心などの形で現れる｡

7　凡庸から抜け出ようとする意欲がない｡

8　不健康であること｡(間違った考え方､不適切な食生活､…)

9　幼年期における環境の悪影響｡個人の生活の基礎は､七歳までの間にほぼ形成されるといわれる｡

10　始めたら最後までやり遂げるという根気がない｡

11　否定的な考え方をするのが習慣になってしまっている｡

12　感情の抑制がきかない｡

13　何にもせずに利益を得ようとする｡

14　決定の迅速さや明確さに欠け､決定した後でも実行できない｡

15　七つの基本的な不安のうちの一つ､あるいは二つ以上にとらわれている｡

16　結婚相手の選択ミス｡

17　社内での対人関係､職業上の人間関係に臆病である｡

18　すべての面で慎重さがたりない｡

19　職業上の協力者の選択を誤っている｡

20　自分に合った職業に就いていない｡あるいは適切な職業選択に関心を持っていない｡

21　取りかかっていることを時間内にやってしまおうという集中努力に欠ける｡

22　収入と支出の管理に無関心で､浪費癖がある｡

23　時間をいかに有効に使うかという計画性に欠ける｡

24　抑制のきいた熱情に欠ける｡

25　寛容さがない―宗教､政治､経済といった問題に関する無関心や偏見のために､心がせまい｡

26　協調性がなく､他人と協力できない｡

27　妥当でない権力や自力で得たものでない金を持っている｡

28　誠実を尽くすべき相手に対して､誠実さに欠ける｡

29　利己心や虚栄心を抑制できない｡

30　必要な資料を自分で確認しないまま､意見や計画をまとめてしまう習慣がある｡

31　好機に気づくだけの展望や想像力に欠ける｡

32　他人や社会のために少しでも骨を折ろうとする気持ちが薄い｡

33　他人に傷つけられたり､傷つけられたと思ったりしたとき､報復手段に訴えようとする｡

34　言葉遣いが下品で､礼節に欠ける｡

35　他人の内情について低俗な噂話を楽しむ｡

36　政府関係機関に対し反社会的な態度を取る｡

37　無限の英知の存在を信じない｡

38　よい結果を招く祈り方を知らない｡

39　必要に応じて､他人の経験を自分に役立てることができない｡

40　個人的な借金の返済がルーズである｡

41　嘘や極端な事実の歪曲が癖となっている｡

42　頼まれもしないのに批判したがる｡

43　他人のおかげをこうむるような関係を広げすぎる｡

44　貧欲に不必要なものまで欲しがる｡

45　自分の選んだ目的を達成させるだけの自信がない｡

46　アルコール中毒､あるいは麻薬中毒｡

47　過度の喫煙習慣､特に絶え間ない喫煙習慣がある｡

48　素人なのに契約や法律的問題を､弁護士であるかのように自分で処理したがる｡

49　他人の手形に裏書するという不必要な危険を冒す｡

50　ものごとを先延ばしにする｡昨日までに済ましておかなければならなかったことを､明日やろうとする｡

51　いやな状況になると､何とかせずに逃げ出してしまう｡

52 自分の話しばかりしていて､相手の話を聞かない｡

53 他人の好意を受けても､報いようとしない｡

54　仕事上の関係者に､故意に不正直なことをする｡

 

・この失敗の原因54項目の一つひとつに自分の姿を丁寧に照らして頂きたい｡どの原因にも当てはまらないとすれば､あなたは失敗に打ち負かされることはないだろう｡

・ただし､自分で採点してから､さらに誰かにあなたのことを採点してもらうと､一層興味深く､参考になるだろう｡採用者はあなたをよく知っていて､あなたのことをどう見ているのか率直に教えてくれる勇気を持った人がよい｡

　１．もし､女房・子どもがいなかったら・・・
　２．もし､コネがあったら・・・
　３．もし､金さえあったら・・・
　４．もし､いい学校を出ていたら・・・
　５．もし､仕事にありつけたら・・・
　６．もし､体さえ丈夫だったら・・・
　７．もし､時間さえあったら・・・
　８．もし､タイミングがよかったら・・・
　９．もし､私のことをよく知っていてくれたら・・・
１０．もし､事態がいくらか違っていたら・・・
１１．もし､人生をもう一度やり直せたら・・・
１２．もし､世間の噂を気にしなければ・・・
１３．もし､運命に恵まれたら・・・
１４．もし､今何かの偶然が起これば・・・
１５．もし､他の人から目のかたきにされなければ・・・
１６．もし､引き止められさえしなかったら・・・
１７．もし､もう少し若かったら・・・
１８．もし､望みどおりにやってさえいたら・・・
１９．もし､金持ちの家に生まれていたら・・・
２０．もし､ましな人間と知り合っていたら・・・
２１．もし､私に人並みの能力があったら・・・
２２．もし､自己主張ができたら・・・
２３．もし､あのときうまく機会を利用していたら・・・
２４．もし､人々が私の気にさわることをしなければ・・・
２５．もし､家庭のことや子どもの面倒をみる必要がなかったら・・・
２６．もし､貯金がいくらかでもあったら・・・
２７．もし､上司が私を正しく評価してくれたら・・・
２８．もし､誰かが私を助けてくれていたら・・・
２９．もし､家族が私を理解してくれたら・・・
３０．もし､大都会に住んでいたら・・・
３１．もし､そのとき始めてさえいれば・・・
３２．もし､私が自由の身なら・・・
３３．もし､私にあの人たちのように個性があったら・・・
３４．もし､私が肥満体でなかったら・・・
３５．もし､私の才能が知られていたら・・・
３６．もし､休息することができたら・・・
３７．もし､借金さえなかったら・・・
３８．もし､失敗さえしなければ・・・
３９．もし､やり方さえ知っていれば・・・
４０．もし､誰も反対しなければ・・・
４１．もし､そんなに多くの心配事さえなければ・・・
４２．もし､もっといい人と結婚していれば・・・
４３．もし､人々がこれほどばかでなかったら・・・
４４．もし､家族がもう少し節約していたら・・・
４５．もし､私に自信があったら・・・
４６．もし､ツキに見放されていなかったら・・・
４７．もし､悪い星のもとに生まれていなかったら・・・
４８．もし､｢成せば成る｣というのが噂でなければ・・・
４９．もし､苦労しなくてすんだら・・・
５０．もし､あのとき損をしていなかったら・・・
５１．もし､近所の人がいい人だったら・・・
５２．もし､私に｢過去｣がなかったら・・・
５３．もし､これが私だけの会社だったら・・・
５４．もし､人が私の話を聞いてさえくれていたら・・・

▼もし・・・という言葉の中で､最も重要なのは・・・
・もし､自分自身の姿に直面する勇気があったら､自分の欠点を知ることができるし､改善することもできる｡
・また､自分の失敗や他人の経験から､利益を生み出す機会を持つことができるのだ｡
・なぜなら自分の欠点がどこにあるかを知っているからである｡
もし自分を分析するために多くの時間を費やすなら､言い訳のための時間はもっと少なくてすむことだろう｡
人間は､皆同じような脳力を持って生まれても､幸福な人生を歩む人や､その反対の場合など､成長の過程で人それぞれに､皆､差が出てきます｡

この差は､何から出てくるのでしょうか？
ただ単に教育や環境の違いだけで､この差が出るのでしょうか？

同じ脳力を持っていても､100％発揮する人と50％しか発揮できない人とでは､当然､得られる結果は違ってきます｡

つまり､自己が持っている脳力を最大限に発揮できるかどうかによって､人生が決まります｡

その為に私たちは､｢脳力開発プログラム｣を活用して､自己の脳力開発に取り組んでいるわけですが､脳力開発に取り組む前に､自己の脳力の特性を知っておくと､今後の脳力開発に取り組む上で大変役に立ちます｡

80対20の法則をご存知ですか？
この法則は､物事の80%は､20%の行いから成り立っているという理論です｡

これを自己の脳力開発に当てはめますと､自己の得意とする脳力を現在よりも､わずかにたった20%開発するだけで､あなたの目標の80%が達成できるということになります｡

自己の得意とするところの脳力をまず知り､その得意な脳力を更に活かす方向で脳力開発に取り組めば､もっともっと効率よく脳力開発ができるばかりではなく､自己実現という成果も早く確実に達成できるようになります｡

その理由は､自分がもともと強く持っている脳力は､すぐに行動に移せるからです｡
つまり､脳力が無理なく楽に､しかも自然に使えるからです｡

｢思考はエネルギーであり､物質化する力を持っている｣とは､ナポレオン・ヒル博士の著書｢思考は現実化する｣の序章の一文です｡

思考というエネルギーを物質化するには､エネルギーに何かを加えなければなりません｡
その何かとは､あなたの行動です｡

ご存じのように､行動無くして結果を出すことはできません｡

もしあなたが行動の段階で気持ちにブレーキがかかるとすれば､それ自体がすでに無理をしている証拠であり､そういった気持ちの持ち方では､おそらく目標の実現は不可能でしょう｡

無理なく自然に楽に行動ができるようになって､初めて目標の実現も可能となります｡
そうなる為には､完全にノウハウを習慣化していないとできないことです｡

人間は､誰もがすぐにでも習慣化できるエネルギーを､人それぞれ異なった特性分野で持っています｡

その為には､自分の中に､すでに有り余るほど持っている思考エネルギーの特性､すなわち､｢自己の脳力｣をまず自覚することです｡

｢自己の脳力｣をまず知ること､すなわち､自分の潜在脳力の扉を開く“鍵穴”に合った｢成功へのマスターキー｣を認識し所有することは､人生の成功を目指す上で大変有利です｡

次号から､全ての人が持っている六種類の潜在脳力の特性と､それぞれの潜在脳力の扉を開ける“鍵穴”に合う｢成功へのマスターキー｣について､一つづつ解説をして行きます｡

まず､自分のすぐに使える潜在脳力を知ることが､自分専用の成功へのマスターキーが何なのかを見極めるポイントです｡
夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所知多クリック内http：//www.chitac.com/

以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡　　　　　2011.9.3

